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信濃町は黒姫山麓にあって新潟県と境を接し、俳人小林一茶の里として知られる高原の町です。観光地とし

て知られる野尻湖は、全国から参加者が集まる野尻湖発掘調査団によって継続されている湖底の発掘でも知ら

れています。この発掘によりナウマンゾウやオオツノシカなどを狩った人々の生活のようすや当時の自然環境

が明らかにされつつあります。また、化石が発見される湖底の遺跡だけではなく、湖の周辺に広がる野尻湖遺

跡群も、日本の旧石器時代を代表する遺跡の密集地として知られています。

当センターにおきましでも信濃町を縦断して建設された上信越自動車道の工事に先立って、平成5年から 7

年まで発掘調査を実施しました。日向林B.貫ノ木遺跡他多くの旧石器時代遺跡の調査が行われ、重層するい

くつものブロック群や磯群、他を圧倒する出土数を数える石斧・砥石などから成る豊富な石器群が検出されま

した。これらの報告書は平成11年度に刊行されております。

本書では、吹野原A遺跡における姶良丹沢火山灰降灰前~降灰時期の石刃石器群を報告しています。良好な

資料を十分に生かしたとは言えないかとも思いますが、基本的な資料の提示においては責を果たしたものと思

います。当該期の!日石器時代の遺跡の調査は数少なく、貴重な資料となるでしょう。上信越道関連調査報告書

と併せて、永く活用されることを願うものです。

最後となりましたが、発掘調査から本書刊行に至るまで、深いご理解とご協力をいただいた長野県長野建設

事務所・信濃町・同教育委員会など関係機関、地元の地権者・関係者の方々、発掘・整理作業にご協力いただ

いた多くの方々に、心より感謝申し上げます。

平成 14年 3月 29日

財団法人長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター

所長深瀬弘夫
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例日
しなの ふ さ の は ら

1.本書は長野県信濃町の所在する吹野原A遺跡の発掘調査報告書で、ある。

2. 調査は県単道路改良事業に伴う事前調査として実施し、長野県長野建設事務所からの委託事業として、財

団法ノ L長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センターが実施した。

3. 記遺跡の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センタ一年報~ 18他で紹介し

ているが、内容において本書と相違がある場合は、本書の記述の方が優先する。

4。本書に掲載した地図は、信濃町作成の都市計画図をもとに作成したほか、国土地理院発行の数値地図

200000を使用した。

5. 黒曜石の産地分析は沼津工業高等専門学校の望月明彦氏に依し報告をいただいた0

6. 本書の執筆@編集・校正は谷和隆がおこない、土屋積が全体を校閲した。

7. 発掘調査から本書の刊行に至るまで多くの方々のご指導。ご、協力を得た。本文中にお名前を掲げさせてい

ただいたが、厚く感謝申し tげたい。

fl，本書で報告した各遺跡の記録および出土遺物は、信濃町教育委員会が保管する。

凡例

1。石器実測図についている番号を報告番号とする。報告番号は本文・挿図@挿表。写真のすべてに共通する。

2. 挿表の各種組成表内の礁の取り扱いは以下のとおりである。

遺構別出土層位組成・遺構別器種組成@石材別器種京町民と遺構石材重量組成についてはすべて磯を除

いた組成となっている O

遺構別石材組成・遺構別石材重量組成については、石器と磯を別に扱っている0

3. 挿表中の重量の単位はすべてgとなっている。

4固本文中で、用いた石器の呼称については第l章5節に記した。折れていて接合した石器の名称は片方に正式

な器種名を、もう片方は該当器種の破片ということで、器種記号に破を付けて表現をした。表中の法量の

計測値は接合しない個々の状態を示しである。

5. 本文および表中で、石器石材となる黒色で鍛密な安山岩の呼称には、地元信濃町での呼称、にならし、「無斑

品質安山岩jを用いた。この石材は佐久市八風山付近で、採集されるガラス質黒色安山岩とほぼ同質である0

6. 本文中の加工の表現は下記のとおりである。

正方向の剥離(加工):石器の腹面を打面とした背面側への剥離(加工)。

反方向の剥離(加工):石器の背面を打面とした腹面倒への剥離(加工)。

強剥離(加工)。日齢、剥離(加工):縁辺が鋸歯縁状になるような素材を強く断ち切る剥離(加工)。

中剥離(加工):強剥離と弱剥離の中間的な剥離(加工)。プランティング。

弱剥離(加工ト弱い剥離(加工):素材の形状をほとんど変えない弱い剥離(加工)。

平坦剥離(加工ト平坦な剥離(加工):器面内部まで入り込む剥離(加工)。

折れ:偶発的な折れと意図的な折れの両者を含む。

7。本書に掲載した実測図は原則として下記のとおりである。また、それぞれの図版右 F隅にスケーノレを付し

た。
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主な遺構実測図

全体図 1 : 400 

主な遺物実測図

ブ、ロック 1 : 40 1: 50 1: 80 

中・小形石器 3 : 4 大形石器 3 : 4 1: 2 

磯群・土坑・溝跡 1: 40 

8.本書に掲載した遺物写真の縮尺は下記のとおりである。

1: 1 ・3:4で、それぞれのプレートのキャプション中に示した。写真の査みのため縮尺はおおよそであ

る。

9. ブロック別の遺物分布図(第 18'"'-'24図)に付した石器実測図の縮尺はすべて 1: 2である。

10. ブロック別の遺物分布図・石器実測図・挿表・挿図の器種・石材の記号・略称は以下のとおりである。そ

れぞれの器種の破片については、記号は同じものを、器種略称については通常の略称に「破」の文字を付

した。また、ブロック別分布図中の遺物に付された番号、および写真図版の石器に付された番号は遺物実

測図の番号(報告番号)と対応する。

記号 略称 器種 記号 略称 器種 記号 略称 器種 記号 略称 器種。Kn ナイフ形石器 会 Sc 削器 • UF 微細剥離のある寺町l片 .A. Ax 斧形石器

マ Tr 台形石器 • Pe 模形石器 口 Co 石核 @ GS 磨石

。CF 折断剥片 。B1 石刃 @ F1 剥片 ⑨ PS 敵石

* 
ES 掻器 。 RF 2次加工のある剥片 司惨 Ch 砕片 ⑪ 原石 原石。磯 曜撃

略称 石材 略称 石材 略称 石材 略称 石材

Ob 黒曜石 An 無斑晶質安山岩 Tu 凝灰岩 SS 珪質頁岩

Ag 玉髄 安山岩 安山岩 Ch チャ}ト GT 緑色凝灰岩

ST 珪質凝灰岩 Sa 砂岩 TS 凝灰質頁岩 Se 蛇紋岩

QP 石英斑岩

11.ブロック別の遺物分布図中の垂直分布図の記号は以下の出土層位を表す。

ムN層 (N層上部~下部) OVa層

口Vb層 ・その他の層位

12.石器実測図に付したキャプションの見方は以下のとおりである。黒曜石産地群の記号は第4章、第18表

中の新記号を用いている。

石材一一1a ↓器種一一一一-Kn破 Ob WDTY---黒曜石産地群

出土遺構一一-BL7 2.76g-一一一一重量

出土層位一一-Va 199-一一一一一注記番号

13. 石器実測図中のスクリーントーンは主要剥離面以外のポジ面および、石核にみられるポジ面を表す。発

掘調査時と思われる新しい剥離面は黒く塗りつぶしである。

14. 石器の長さ・幅・摩さの計測方法は以下のとおりである。

長さ・幅:石器の主軸方向を上下の基準として方眼紙に置き、長方形を想定し、上下(縦方向)長さ、

左右(横方向)を幅とした。

厚さ:最も厚い箇所を、主要剥離面から垂直方向で計概した。
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第 1節調査の経過

第 l章調査の概要

1節調査の経過

1 調査に至る経緯

現在の県道古間停車場線は野尻湖南西部にある鍋山から北に延びる尾根を東西に貫いている。道路は約10m

掘り下げられているが、造られたのが戦後間もない頃のため発掘調査はおこなわれていない。その後、この

切り通しから石器が採集され、旧石器時代の遺跡とレて周知されるようになった(註1)。

8年度には信濃町教育委員会による広域営農団地農道整備事業(以下、広域農道)に伴う緊急発掘調

V)， 9年・ 11年"12年度に調査がおこなわれている。この調査により、多数の!日石器時代の石器が

検出されている。また、少量だが縄文時代早期、平安時代の遺物も検出されている。

広域農道は県道古間停車場線に接続しており、この接続部と国道 18号の間を拡幅することとなった。拡幅

のため削平される南側の道路切り通し部は、遺跡発見時に石器が採集された地点である。また、広域農道の

調査では県道接続部際まで遺物が分布しており、今回の工事区域にまで広がることが予想されたため、

発掘調査を実施することとなった。

本書ではこの県道古間停車場線の拡幅工事に伴う発掘調査報告を収録する。

本遺跡の発掘調査および報告書作成のための整理作業は、長野県長野建設事務所から委託を受けて、財団

法人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センターにより実施された。

発掘調査の契約面積は下記の通りである。

平成 13年度 吹野原A遺跡

2 調査体制と調査期間

調査。整理体制および調査期聞は以下のとおりである。

副所長

調査部長

管理部長補佐

調査第2課長

調査研究員、

同

深i頼弘夫

日光雄(兼管理部長)

小林秀夫

田中照幸

積

谷和隆

西山克己(調査のみ)

調査期間平成 13年9月 13日~同年 11月 26日

整理期間平成 13年 11月 27日~平成 14年3月 29日

1600 

整理作業内容 遺物実測、写真撮影、遺物。遺構図のトレース u 図版組み、 編集 s校正

(註 1) 1987年の野尻湖人類考古グループの報告では吹野遺跡として報告されている(野尻湖人類考古グループ 1987P26)。
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第 1章調査の概要

3 調査の経過

(1)調査日誌抄

9月 13日 重機搬入

9月 14日 表土剥ぎ開始

9月 17日 作業員初日

10月 18日 南西区拡張部より黒曜石製ナイフ形石器出土

10月 23日 南西区拡張部より緑色凝灰岩製斧形石器出土

10月 24日 作業員 11名増員北区の面的調査開始
県道南側のテストピット

石刃出土
(以下TP) の掘り下げ開始 10月25日 南西区の掘り下げほぼ終了

9月 20日 TP2より黒曜石剥片を多数検出

9月 26日 県道南側の TPの掘り下げ終了

中央付近以外は面的調査が必要と判断

南西区の面的掘り下げ開始

10月2日 県道北側(北区)に 18ヶ所の TPを設定

10月4日 北区の TP掘り下げ開始

10月 15日 北区の TP掘り下げ終了

ほぼ全面面的調査が必要となる

南東区より斧形石器出土

北区で磯群 2基検出

10月26日 縄文時代の陥し穴 3基検出

11月7日 南西区単点測量をおこない調査ほぽ終了

11月9日 北区Vb層の掘り下げに入る

11月 14日 Vb層掘り下げ終了

11月 16日 北区単点測量および地形測量

11月22日 北区VI層の掘り下げ終了石器はなし

調査終了

11月26日 プレハブ・重機撤去

10月 16日 南西区は遺物密度が高いため、切り通し際に残したベ

ノレトをはずすことにする

4 指導者・協力者

発掘調査と整理作業にあたり、下記の方々や機関にご指導ご協力を得た。お名前を記して感謝したい(敬

称略・五十音順)。

安蒜政雄 内田陽一郎 岡村秀雄 小野昭 小菅将夫 佐藤雅一 須藤隆司 堤隆

中村由克 野口淳 三木陽平 望月明彦 山本克 渡辺哲也

5 発掘および、整理作業参加者

(1)発掘調査参加者

荒井けさ子大沢ともえ 大橋里奈 岡田幸子 荻原啓蔵 荻原千代子奥戸トモエ木村ミヨシ

木村嘉光 黒田敏夫 佐 藤 厚 小林英子 小林幸雄 高遠香代子高山義郎 永野勝子

永原定子 永原春男 永原宗夫服部恵美子羽入田キク江羽入田辰之深津豊晴 森山キミ江

山崎実華 染恵蘭

(2)整理作業参加者

小根山貞子竹内富美子渡辺恵美子

第2節遺跡周辺の環境

1 遺跡の地理的環境

野尻湖は長野県の北端、新潟県妙高高原町との境に位置する上水内郡信濃町にある。この湖の西側から南

部の丘陵地帯には旧石器時代から縄文時代草創期の遺跡が約40ヶ所集中している。その範囲は北西南東方向

に約 6km、北東南西方向に約 4kmにおよび、野尻湖遺跡群と呼ばれている。

野尻湖は周囲を山に固まれている。西側には北から妙高、黒姫、飯綱の火山が並び、東側には斑尾山が存

在する。水面標高 654m、面積 3.96k:r:rfである。

野尻湖西岸から流れ出る池尻川は北へ向かって流れ、黒姫山と妙高山の聞を流れる関川に合流してさらに

北へと流れ、高田平野を経て日本海へと注ぐ。
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第2節遺跡周辺の環境

第 1図 野尻湖周辺の地形
(1 :400，000) 
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第 1主主 調査の概要

鳥居川は黒姫山と飯綱山の間から、本遺跡の北約200mの地点へ東へと流れ、そこから南西、南へと向きを

変え約l凶4km下流で

平野を経て日;本本海へ注いでで、いる O 本遺跡の雨水はすべて鳥居川へと流れる。

関川と信濃川の分水嶺は貰ノ木遺跡やとノ原遺跡内にあるが、現地での確認が難しいほどなだらかな地形

である。そのため、野尻湖周辺の高原は今日まで、高田平野と長野盆地をつなぐ交通の要所として利用され

てし、る。

野尻湖周辺には火山の影響によりローム層が堆積している。主たる火山灰の給源とそれぞれの火山の活動

期は次のとおりである(地学団体研究会 1996) 。飯綱火山の活動期は約 34万年前と約 20 万年~15 万年前で、

約6万年前に水蒸気爆発を2回起こしている。黒姫火山の活動開始年代は約25万年前で最新のマグマ噴火は

約4.3万年前である。妙高火山の活動開始年代は約30万年前で、最新のマグマ噴火は約4200年前である。焼

山火山の活動開始年代は約3000年前で現在も活動中である。斑尾火山は約70万年前と 55万年頃前に活動を

していた。したがって、遺跡が形成された頃には飯綱、黒姫、斑尾火山はすでに休止しており、活動してい

山は妙高火山ということになる。また、焼山の活動は縄文時代以降となる。

日湖は約 7~6万年前に起こったと思われる黒姫山からの池尻川泥流が、斑尾山西麓からの川を堰き止

めたことによって誕生した。その後湖西側の仲町丘陵の隆起と湖東側の沈降により、形を変化させながら現

在の野尻湖へと変化してし、く。貫ノ木遺跡の北西部にある池尻川低地は遺跡が形成された約 3 万~V 1万年頃

前には野尻湖の一部で、あったことが確認されている O

野尻湖周辺はE陵地帯となっている。旧石器時代の遺跡は丘陵の様々な場所に立地している。丘陵頂部、

中腹の緩斜面やテラス状の場所、丘陵の裾部など比較的平坦な地形に遺跡が形成される場合が多い。また、

現在の水田域となっている部分の多くが、かつては池や湖、湿地で、あったことが確認されており、野尻湖以

外にも多ぐの水場が存在していたこととなる。これらの丘陵地形と水場環境の良さから、多くの狩猟対象動

物が生息していたと考えられる。これら丘陵地帯では隆起。沈降が激しく旧石器時代には現在の地形とはか

なり異なった様相を示していたと思われる。 7~6 万年前頃の野尻湖底堆積物である貫ノ木層が貫ノ木遺跡;

の丘陵頂部と、低地部において約 50mの比高差が見られることから、単純に割ると 1万年で 10m近く隆起し

ていたことになる。したがって、旧石器時代の人々が活動していた当時は、現在の地形よりも起伏が緩やか

であったと考えられる。

2 遺跡の歴史的環境

1948年に野尻湖岸で、ナウマンゾウの化石が発見されたことがきっかけとなり、 1962年から野尻湖発掘調査

団による 14回の湖底(立ヶ鼻遺跡)の発掘がおこなわれている。立ヶ鼻遺跡の調査では、ナウマンゾウやオ

オツノシカの化石が発見されている。

1953年には芹沢長介、麻生優により杉久保遺跡採集の石器が旧石器時代の遺物と確認され、杉久保型ナイ

フ形石器の標識遺跡として知られることとなる。杉久保遺跡は1966年に町営駐車場の建設に伴う緊急発掘調

査が実施され、森嶋稔らにより 4つの石器文化が想定されている(林他 1970)0 1976年からは野尻湖発掘調

査団による陸 t発掘が始まり、仲町遺跡、貰ノ木遺跡、仲町向新田遺跡、照月台遺跡が調査された。ナイフ

形石器文化期~細石器文化期の遺跡が確認されている。その他、伊勢見山遺跡(樋口他1964)の調査なども

あり、野尻湖周辺に多くのナイフ形石器文化以降の旧石器時代遺跡が確認され、野尻湖遺跡群として評価さ

れている(織笠他 1986)。
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第 2節遺跡周辺の環境

1989年からいわゆる「行政発掘Jが始まる。これらは破壊を前提とする記録保存であるが、それまでの調

査がトレンノチ中心で、あったのに対し、平面的に広い調査がおこなわれるようになり、野尻湖遺跡群の性格が

より明らかになる。特に平成 5 年~7 年におこなわれた上信越自動車道建設に伴う発掘調査面積は数万ばに

およ

整理が進められている遺跡も多い中で、遺跡群の評価は刻々と変化しているが、現時点では以下のように

まとめられよう。

現在確認されている野尻湖周辺における最古の遺跡は立ヶ鼻遺跡とされている。立ヶ鼻遺跡からは、ナウ

マンゾウなどの動物化石が多く発見されている。これらは全身骨格で、はなく、ばらばらになった状態で、大量

に出土するために、人為的に破砕されたもので、キノレサイトに関するものと予想されている。これらは湖底

堆:債の水成層から検出される。しかし、水底に遺跡があったとは考えにくいため、化石は2次的に動いてい

るものと考えられてし¥る。また、動物化石と共に、石器や骨角器が出土しているが、これらは自然I劫で人類

遺物ではないとする意見も存在する。出土層準が約 3.8 万年~5 万年前であり、湖底以外でこの時期の遺跡

が見つかザっていないことも評価を難しくしている。

ナイフ形石器文化期に入ると遺跡が激増し、野尻湖遺跡群が形成される。全国的に見ても遺跡数、遺物密

度が非常に高い遺跡群として評値されよう。

ナイフ形石器文化期初頭の遺跡から多くの斧形石器が出土する。その数は野尻湖遺跡群だけで 200点

巨|り、日本国内で検出されている斧形石器の半数前後におよんでいる。また、極めて高い形態的斉一性を持

つ台形石器、も他地域には見られないものである。遺跡規模も大きく、貫/木遺跡や仲町遺跡での該期の遺物

数は l万点をはるかに上まわっている。

その後、約 2.5 ~ 2.4万年前の姶良丹沢火山灰(AT)降灰後には、系統が異なると思われる複数の石器群が

存在するようになる。東裏H2II石器文化のように黒曜石やチャート、無斑晶質安山岩などを石材とし、 2

縁加工のナイフ形石器や槍先形尖頭器、掻器などを主な組成とする石器群、貫/米国b石器文化(第 1地点)

や七ツ栗E石器文化のような珪質頁岩や珪質凝灰岩、無斑品質安山岩を主な石材とし、基部加工のナイフ形

石器、 j司5器を組成する石器群、西岡阻b石器文化のような無斑:品質安山岩を主な石材とし横長剥片を素材と

するナイフ形石器を特徴とする石器群などが存在する。それぞれの石器群がある程度の時間幅をもって登場

し、異なる系統の石器群が同時期に存在していた可能性が高い。

旧石器時代終末期には断片的に神子柴型石斧や細石器関連の遺物が見られるものの、それ以前と比較する

と遺跡数は少ない。しかし、縄文時代草創期の遺跡数は多い。星光山荘B遺跡では隆起線文土器片とそれに

伴う石器類が多量に発見されており、仲間丁遺跡には爪形文土器、円孔文土器が多く見られる。特iこ草倉u期末

にかけての表裏縄文土器の出土量は多い。その後、縄文時代前期頃までの遺物は多く発見されている

、中期以降になると少なくなり遺物が断片的に出土する程度になる。現在のところ縄文時代遺跡からの生

居跡の発見はなぐ、土坑や陥し穴、 どが残されているのみである。

弥生時代・古墳時代の遺跡は非常に少なく、断片的に土器片などが出土するのみで、平安時代になると再

び遺跡数が増える。大規模な集落は発見されていないが住居が数件程度の小規模な遺跡が点在するよう

る。その後、中世には野尻湖周辺に集落が点在するようになる。また、高田平野から長野盆地を結ぶ経路と

な Lっていたようだ(各遺跡の位置、時期については第2図、
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(1: 50000) 

第2図信濃町の遺跡分布図
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第 1章調資の概要

3 石器石材と産地

野尻湖遺跡群で、は大量の石器が出土するが、石器石材となりうる鍛密な岩石の産地は存在しない。地元で

採集できる岩石は多孔質で粗粒な岩石が多く、敵石、台石等の磯石器に使用されることはあっても、剥片石

器に使用されることはほとんどない。剥片石器に用いられる主要石材には、黒曜石、珪質頁岩、無斑品質安

山岩、チャート、凝灰岩などがあげられる。上信越自動車道建設に伴う野尻湖遺跡群の発掘調査のデータを

例に、三れら石材の使用状況と推定される産地を以下にあげる。

(1) 

黒曜石は理化学的な分析により産地推定がおこなわれている石材である。上信越自動車道建設に伴う野尻

湖遺跡群の調査では、旧石器時代~縄文時代草創期の 11遺跡から検出された黒曜石 12，642点に対して、蛍

光X線分析装置を用いた産地推定をおこなっている(長野県埋蔵文化財センター 2000)。

のうち 12，156 ら有効な数値が得、られ産地が推定された。わずかであるが、青森県木造町・深浦町、

秋川!早男鹿市、栃木県矢板市・塩原町、東京都神津島村の長野県外産地が推定された石器が 16点あった。青

での直純距離は約 460kmだが、直線上には日本海があり陸路で行くには 500km以上の距離があ

神津島への直線距離は約 300kmだが、必ず海を渡らないと行けない。これらは旧石器時代の石器石材が

非常に遠くまで動いて守いることを示した貴重なデータとなった。

圧倒的多数を占めるのが長野県内の産地である。その中でも 7割強を占めるのが「和田峠Jr星糞峠」があ

る和田村・長門町内の産地である。野尻湖遺跡群までの距離が直線で約75kmだが間には険しい山がある。鳥

居川を下り、千曲川、依田川を上る川沿いのノレートをたどると 100km以上の道のりで黒曜石産地にたどり着

ける。県内だが広い長野県の北端に位置する野尻湖遺跡群と黒曜石産地の距離は遠いといえよう。

和田村。長門町内の産地の次に多いのが「星ヶ塔Jr星ヶ台」がある下諏訪町@諏訪市内の産地で全体の約

2害IJ弱を占め、なかには主体となる石器群も存在する。距離的には、和田村。 長門町内の産地とあまり変わら

ないが、分水嶺を越えることとなる。

1;;を草峠Jr冷IlJJが存在する茅野市内の産地が全体の 4%弱となっている。和田村・長門町、下諏訪町@諏

訪市の産地より 10km以上遠い上に、岩石の質的にも劣る茅野市内産の黒曜石が運び込まれる背景がどのよう

もので、あったか興味深いところである。

無斑晶讃安山岩

野尻湖から最も近い産地としては、長野県飯山市北部の関田山地から長野県栄村と新潟県津南町との境を

流れる志久見)11周辺までの長野・新潟県境一帯が知られている。野尻湖から産地までの直線距離は 30~40km

で¥在地石材とはし、えない距離がある。また、長野。群馬県境にはガラス質黒色安山岩の産地の八風山が存

在する。このガラス質黒色安山岩と無斑品質安山岩は酷似しており、岩石学的には同じものと思われる。八

風山までの距離は直線で約70kmで、黒曜石が多量に持ち込まれていることを考慮すると、野尻湖遺跡群で無

斑晶質安山岩としているものの中に八風山のガラス質黒色安山岩が含まれている可能性が十分に考えられる。

主要石材としては産地が最も近くにあるためか、最も多い数の石器が検出されている。また、大形の石核

や分割剥片が持ち込まれている例もあり、剥片も他の石材と比べると大形のため、重量比は高くなる。しか

し、黒曜石や珪質頁岩と比べると鋭利さに欠けるためか製品になる比率は低い。

貫ノ木遺跡高速道路地点では石器総数約 000点中 16，000点が無斑晶質安山岩となっておりその総重量

は200kgを超える。
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第3富fi 調王室の方法

珪質貰岩ロ凝灰質頁岩=翼岩図 I圭質凝灰岩臨 j援震岩ロ緑・色;疑j頁岩

泥や火山灰の堆積岩であるこれらの岩石(以下頁岩系石材と記す)は蛍光X線等を用いた理化学的な産地

分析法が確立していないため、厳密な産地がわからないのが現状である。また、珪化の進み具合や、火山灰

の含有比率は漸移的でありそれぞれの中間的な岩石がある点も注意が必要である。

最も近くにある産地は新潟県津南町周辺が知られている。頁岩系石材のうち比較的粗粒で風化面が白色も

しくは灰色となるものは、津南周辺では在地の石材として認識されている註l。野尻湖遺跡群においてもこれ

と同質の頁岩系石材が数量、重量ともに最も多く用いられている。しかし、製品類の中にはよく珪化

色の珪質頁岩が多く見られる。これらは、山形県や秋田県で採集できる珪質頁岩によく似ている。秋田。

森産の黒曜石が持ち込まれている事実もあることから、新潟県北部 e 山形・秋田方面の頁岩のj殺人の可へ能性

も十分に考えられよう。

(4)チャート

チャートも頁岩系石材同様に理化学的分析による産地推定ができない石材である。長野県内には佐久地方

の関東山地、南ア/レブ。ス南部から木曽や伊那地方が産地として指摘されているが、野尻湖から比較的近〈の

千曲川でも採集でき、最も近くに産地のある石材の可能性も考えられる。遺跡;に持ち込まれているものは節

く、大きさも小さい。

虫主紋岩

蛇紋岩で作られるほとんどの石器が斧形石器である。長野県内の白馬村や小谷村にも 計三、

跡に持ち込まれーている蛇紋岩の磯面形状や、

) 11市内の姫)11下流域から富山県境付近の日

く含まれてしもことから、

として予想される。野尻湖までの距離は約50凶であ

るが、黒曜石や無斑品質安山岩、頁岩系石材の産地とはの方向にある。

その他

玉髄、碧玉などその他の石材も見られるが、いずれも野尻湖周辺では採集できない。

第3節調査の

l 発掘調査の方法

、l
J1
 

(
 

」
L (第4図)

信濃町教育委員会の平成12年度調査区は東西に走る県道古間停車場線の南北両側に位置しており、その西

側は今回調査がおこなわれた調査区と接している。町教育委員会の調査区と今回調査区の位置関係を第3図

した。町教委による調査ではその調査区域にまで遺物が分布しており、今回の調査区内に遺物の分布域

が広がることが予想、された。また、遺跡発見の経緯となった遺物は今回調査区内の切り通しから採集された

ものである。そのため、今回の調査区ほぽ全面が遺物分布域と

が調査の対象となった。

さオLたことから、 〈ほぽ全面

調査区は全面カラマツの植樹林とはっ

た。樹木根は重機を用いて土をよく振り

平面的には検出位置の単点を測量した。

り、調査直前に伐採され、開始時には根が残っている状態だっ

としてから抜いた。この中から換出された遺物は撹乱層出土とし、

註 I 津南町教育委員会山本克氏のご教授による。
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第 1章調査の7既要

3年度調査区(長野県埋麟文化財センター) 剛酬

平成け年度誠査匹(信濃町教育委員金)

3図 吹野原A遺跡周辺の地形と調査区

00郎

L~ー}ー}一一一一ム一一司同一百一一一...J

( 1言濃町教育護員金)

ロ 9年度調査区(信濃町教育霊長金)

発掘調査区は現道により南北に分断されている。現道南側を南区、北側を北区として調査をおこな、った。南

区は道路に平行して細長く、長さが約 551日、幅約 7mとなっている。まず、危険防止のため道路側の切り通し

を約 1m残して、重機により表土から E層中位まで掘り下げた。この面で入力による縄文時代以降の遺構検

出をおこなったが、遺構は検出されなかった。その後旧五器の確認のため、調査|玄の長軸に沿って2mx 2mの

テストピット ( 以 下 を 11ヶ所設定した。 TPは入力により VII層上面まで薄く削りながら掘り下げをおこ

なった。その結果、南区:中央部以外から石器が検出されたため、西側を南西区、東側を南東区と細分して面

的調査をおこなった。南西区に関しては、安全確保のために残した、切り通し側のベノレトにも遺物分布域が

広がることが確実視されたため、ベルトをはずして調査区を拡張した。

北区の調査は表土剥ぎをおこなう前に、第4図のように 18ヶ所の TPを設定した。 TP番号は南区とダブら

ないように 21からの連番とした。南毘と同様にTPを入力により掘り下げた結果、多くの TPから石器が検出

されたため、全面を面的調査の対象とし、困層中位までは重機で、それ以下は人力による掘り下げをおこなっ

た。 IV層上面まで掘り下げた時点で、陥し穴と溝状の遺構が検出されたため、 18石器の掘り下げと並行して

調査をおこなった。
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第3節調査の方法

(瓦

~面的調査範囲 区麹テストピット ドットは右器出土地点

第4図 吹野原A遺跡の調査範囲と TPの配置

ロ
寸
一
v
p
寸
削

20m 
(1 :400) 

遺跡名称と遺跡記号

本書で報告する遺跡の名称と遺跡記号は下記のとおりである。遺物・写真他の記録類の注記などもすべて

こ;(しによる。

吹野原A遺跡 ]¥I[ F I-I 

リッドの設定と呼称法

当センターでは従来、国土座標 として大々地区ー大地区@中地区・小地区の4段階のグリッ

定して調査をおこなっている。しかし、今回の調査では調査範囲が狭いことと、光波トランシットによる測

量のため特にグリッドの設定はおこなわなかった。測量は国土地理院の定める平面直角座標系の原点(長野

県第咽系、 x=o.ooo，Y=O.OOO)を基準点としている。

(ヰ)遺構記号

記録・注記等の便宜を図るために遺構名称は記号を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類ごと、検出

)1聞に付した。遺構記号は原則として検出時に決定するため、主として平面的な形態や遺物の分布状況等指標

としたもので、必ずしも遺構の性格を示すものはない。整理段階で遺構名称変更の必要が生じた場合は、発
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第 1章調 査の概要

掘時の遺構記号・遺構番号は欠番とし、新しい遺構記号の最終番号に追加した。本書で報告する遺構番号は

前述の理由から飛び番号が生じているが、混乱を避けるため発掘時の遺構記号・遺構番号をそのまま使用し

た。したがって最終遺構番号=遺構数とはならない。

なお、本書の遺構記号は当センターで共通して用いているもので、以下のとおりである。

[BL] I日石器時代の石器・剥片集中

[SK]単独もしくは他の掘り込みと関係が認められないSB(住居跡等)より小さな掘り込み(土坑、陥し穴、

貯蔵穴、井戸等)。

[SD]溝跡

(5)遺物の取り上げと記録方法

旧石器時代の遺物が主体となったため、遺物の取り上げに際しては、測量業者に委託して、光波トランシッ

トを用い端点測量をおこなった。成果品として編集図面、観測成果簿、観測データの 3種で管理している。

遺物の取り上げ番号は、遺構(註1)に帰属する遺物については、遺構ごとに1番から番号を付し、包含層・遺

構外の遺物については遺跡全体に 1番から番号を付した。注記については以下のとおりである。

遺構外遺物 (BL所属遺物を含む)の例:MFH55 

遺構出土遺物の例川FH・SH1・55

2 整理作業の方法

(1)遺物の整理方法と管理収納

遺物の注記終了後、石器・磯を分別し、それぞ、れに作業を進めていった。

石器の整理では最初に器種判別作業をおこなった。石器属性の観察項目は以下のとおりである。

器種/材質/長さ/幅/厚さ/重量

器種判別後、石器実測作業と並行しながら、母岩判別、接合作業をおこなった。作業の結果得られた母岩

別資料および、接合資料は石材をまたいで1から番号を付けて台帳に登録した。

磯の整理では、磯の計測・観察をおこなった後接合作業をおこなった。磯の観察項目は以下のとおりである。

材質/磯形状/遺存度/焼け面/付着物/長さ/幅/厚さ/重量

遺物管理は、石器、磯の大別に従いそれぞれ収納している。

遺物は信濃町教育委員会が管理をおこなう。

第4節基本層序

1 基本層序

斜面および落ち際は堆積が薄く不安定となっているが、丘陵上の平坦面の堆積は安定しており、野尻湖遺

跡群の中では厚い方になろう。

層名は地表より、ローマ数字で1.ll. ill...の}I買で、つけており、各層が細分される場合には上からa.b. c... 

としている。この層名は上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15等で用いた当センターでの信濃町内標

準層序名に準拠している。

(註1)BLは整理段階で設定したため、石器の大部分は包含層、遺構外遺物の取り扱いで番号を付け、注記を行っている。
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第4節基本層序

m 661m 

TP5 TP7 

上磁の点線はほぼVI層と
の境がでていることを示す

TP21 

m
 

-

TP9 TP11 

TP24 TP27 TP31 
TP35 TP38 

×は炭化粒子を示す

南区

u里町両日
圃柱状図計測位置(すべての柱状図の左が酋となる) ーで胃~--

|(1:400) 
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第 1章調査の概要

以下に各層の特徴を示す。土層注記はTPllの断固観察でおこなっている。なお、色調観察には新版土色帖

を用いた。

I層:表土黒色腐植土層厚さ 25cm前後

E層:柏原黒色火山灰層 Huel0YR2/3 貫ノ木遺跡など比較すると色調が明るい 厚さ約 25cm

m:層:漸移層 モヤ層 HuelOYR4/2 色調は均質ではなく、黒色土とロームが混在しており、上部ほど黒色

土の比率が高い厚さ約 20cm

IV層:明黄褐色ローム層 Huel0YR6/6 粘性なくしまりが悪い 平均的な遺跡より層厚が薄く乱れが多い

厚さ 15~ 20cm J:部野尻ローム層 E上部~下部に対応

Va層;黄褐色ローム層(黒色帯漸移層) !-luel0YR5/6 rv層と Vb層が混在 上半部にATの極大値がある

とされている 厚さ 10~ 15cm 上部野尻ローム層 E最下部に対応

Vb層.褐色ローム層(黒色帯) HuelOYR4/6 粘性がややあり、締まりが良い 下部にはスコリアが多く V

c層に対応すると思われる。 上部野尻ローム層 Iの上部に対応

日層震計局色ローム層 日uelOYR5/8 粘性がややあり締まりが良い 赤褐色スコリアおよび青灰色安山岩の

小が見られる

VII層:赤褐色スコリア層 Hue2，5YR4/6 中部野尻ローム層田に対応

第5節石器の器種分類

本書でおこなった石器の器種分類の基準をに示す。第Iのレベルとして、石器は石器(製品)、石核、剥片。

砕片に区分される。石器(製品)は剥片を素材とする剥片石器と磯そのものを素材とする磯石器に、その下

位のレベルとして素材の縁辺を機能部とする石器、加工部位を機能部とする石器に分けられ、さらに下位の

レベルとして個別の器種名が存在する。

1 素材の縁辺を機能部とする石器

最1]片の持つ鋭い縁辺をそのまま刃部として利用する石器。大きくは基部が作り出されるナイフ形石器、組

み合わせが予想される細石器、加工による形状変化が少ない石刃・員殻状刃器等に分けられる。

(1)ナイフ郡石器

剥片の鋭い縁辺を一部に残し、他の縁Jllを細部加工した石器。台形石器もこの定義にあてはまるが、全体

の形状で尖端を尖らせているものをナイフ形石器とした。

(2)台形石器

剥片の鋭い縁辺を一部に残し、他の縁辺を細部加工した石器のうち、石器長軸(主軸)に直交もしくは斜

交する刃部を持つ石器。基本的にはナイフ形石器の一部と考えるが、特徴的に存在しているため器種を分け

た。 AT降灰以前の時期を代表する「台形様石器」の一部や、 AT降灰以降の「切出形石器」や「台形石器」と

呼称されていた石器を含む。

(3)まlT断暴IJ

剥片の鋭い縁辺と、意図的な折れ面により側縁が構成されている石器。意図的な折れと偶発的な折れとの

区別が難しいため、本書では平面形状が台形石器に近いものを折断剥片として扱っている。
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第 5節石器の器種分類

(4)石刃

規則的に連続して剥離された、左右側縁が平行する細長い石器。そのものが使用される他、ナイフ形石器

等の素材となる。連続性、規則性が認められないものは含まない。また、組成表上では稜付き剥片も石刃と

してし¥る。

2 加工部を刃部とする石

(1)撞器

連続する加工により、厚い刃部が作り出されている石器。平面形は円形、指指状を呈するものが多い。刃

部の角度が 45度以上のものを掻器、以下のものを削器とし分別することとする。

制器

連続する加工による刃部を持つ石器。 形態や加工は様々である。

模形石器

相対する 2端に反対向からの剥離が認められる石器。剥離は加工だけではなく、使用の結果生じた可能性

も考えられる。

(4) 

石器の長軸と平行する 2側縁に主として平坦な加工が施され、石器の長軸に直交するような刃部を持つ石

器。刃部には研磨が施されるものが多い。従来、「局部磨製石斧Jと呼ばれてし、るものがこれに含まれるが、

研磨の認められないものや、用途が木材の伐採以外にもあったと考えられる点から斧形石器とし寸呼称を用

いる。 剥片ではなく磯を素材とする斧形石器も存在するため、磯石器の範囲需に含まれるものがある。

3 礎石器

(1) 

人為的な敵打痕のある石器。石器製作のためのハンマーと思われる。

4 ⑩石核

(0 2次加工のある華IJ片

2次加工が認められるが器種名がつけられない石器。製品の破片で、器種名が'Jo1J別できなかったものが大

半を占め

微細華IJ離のある剥片

微細な剥離を有する剥片。 使用の痕l跡の可能性が考えられる。

事j片

石核や原石から意図的に打ちはがされた石片。

剥片剥離時や石器の2次加工をおこなう時に生じる非目的的な細かい石屑。景IJ片との厳密な区別が難しく、

本書では lcm以下のものを砕片とした。

剥片が剥離された石塊。
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第2章 1日石器時代

第2章旧石器時代

第 1節 旧石器時代の概要

l 地形と遺物の分布

調査区は鍋山から北に向かつてのびる舌状の平坦な尾根の上、標高約660mに位置している。尾根は南北約

200m、東西約 100mの平坦部を持ち、当センター調査区と町教委調査区が南北中心付近を横断している。東西

の見晴らしがよく、東は黒姫山から裾に広がる低地部を一望でき、西は日向林B遺跡の東側に広がる低地部

の南端付近を見下ろせる。

調査区のほぼ全域が遺物分布域となっており、調査区外に遺物分布域が広がることが予想される。調査区

の西側は斜面落ち際となるためこれ以上の遺物分布域のひろがりはないと思われるが、東側は町教委調査区

となっており、すでに遺物分布域が確認されている。また、調査区の南北隣接地と、現道切り通しのある南

北調査区間は調査区壁際まで密に遺物が分布しているため、確実に遺物分布域が広がっていたものと思われ

る。

これまで調査がおこなわれた範囲は遺跡のごく一部に限られるため、遺跡全体像はかなり大規模になるこ

とが予想される。

2 遺物の出土層位(第2表)

482点の石器はE層からVI層で検出されており、 Va層が最も多い。表中のW層は、上部・中部・下部・一

括に分層されており、 N層全体では 165点でVa層の 146点を上回るが、上下に偏ることなく分散して分布

している。そのため、全体的に垂直方向への拡散が大きい傾向があるといえる。

そこで、比較的2次的移動の少ないと恩われる重量10g以上の石器の分布を第3表に示した。その結果、南

区にある BL7"""' 11に関しては、 Va層に集中が読み取れる。また、 BL2.6でも上下に散るものの、 Va層前

後に遺物が集中している。また、 BL3"""' 5では依然として、 W層からVb層に分散している。 BL1ではN層下

部の分布がなくなるため、他のブロックより層位的に上位であることが予想される。このようにブロックに

より層位分布の状況は異なるため、すべてのブロックが同時期とはいえない状況にある。

石器の平面的分布にはまとまりがあり、ブロックとして認識できる。また、石材構成に矛盾もないため、各

ブロック内の大部分の石器は同一時期のものが上下に拡散していると考えるのが妥当で、あろう。遺物が下層

へ沈み込む場合が少ない事を考慮すると、 BL1以外のブロックの生活面は Va層上部から Vb層の上面付近に

あると評価できょうか。

上信越自動車道の調査では、 ATのピークがN層下部から Va層にあるとの分析結果が得られており(長野

県埋蔵文化財センター2000)、野尻湖発掘調査団の見解とも一致している。野尻湖遺跡群内でのロームの堆積

は、武蔵野台地・相模野台地に比べると薄い。そのため、本石器群が包含される Va層はAT降灰前後であり、

武蔵野台地立川ローム層に対比すると、 vn層"""'V層の幅を持っと恩われる。

891点検出された牒の多くは3基の磯群に属する。これらはW層に分布するものが圧倒的に多く、町層堆積

中の磯群と評価することができる。そのため、 AT降灰以降に残されたこととなり、石器群と時期は異なる。
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第]節 !日石総時代の概要

種別 |遺構番号 E E lV IiJ上戸EUW下 Va Vb vl 撹苦L 合計 比率

BL1 3 21 61 1 13 2.7% 

BL2 s 13 9 15 ! 10 s 61 12.7日

8L3 内可〉 6 7 s 11 5 2 こ 42 8. 7唱

日L4 4 5 3 5 3 4. 4出

2 4 E E つ」 22 4.6出

Bl6 3 2 3 5 7 191 5 49 10.2世

BL7 2Q_1 2 19 13 18 72 29 175 36.3% 

石 sL8 41 12 14 12 ，141 9. '1唱

者号 BL9 3 、 ;i-J 12 4 22 4. 6目

sL10 3 A 自 1.9百

8Ll1 5 2 10 2. i目

S討1 2 ムr予 0.4唱

SH3 0.2出

l.L____L ヲ d 11 2.3見

58 55 51 55 146 8自 22 482 .-------
比率 10.6出 11. 4世 30.3詰 18.5出 0.2出 4. 6出L/  

_____. 〆/

02Ml」io則引一以jLi- 11 4弘
BLl 10 

2上L一-
14 1.6出

BL2 81 L-13 18 7 49 5.5出

BL3 

BL4 

BL6 

sL7 

BL8 
目接

BL9 

SHi 

SH2. 

SH3 

書i

合計

!比誕

sL3 

BL4 

sL5 I 
一一一一一→
BL6 

BL7 

~ 
4 円

13 261 

12 172 

8 249 

2 

寸
第 2表

9 2 
2←一寸 2 

i 3 2 、

A 5! 

21 

2ヰ7 10 71 41 1 

211 381 11 

2.4判l 4. 3唱'i.2首

出土層位分布

第 3表選構別 lOg以上の石器出土層位分布

3 器種組成(第4圃 5表)

石器482点が出土した。器種組成はナイフ形石器3

形石器4点、折断剥片 l点、掻器2点、間iJ器3

細まiJ離のある剥片 8 石核 17 剥片 300点、砕片 85

となった。

ナイフ形正日制度片 l

15点、石刃 30

斧形石器2

18 2.0唱

9 i.O唱

4 0.4% 。1出

トー O. 1 % 

2 0.2判

291 32.7唱

197 22. 1出

2721 30.5% 

」同巨言。
O. 0日

(ナイフ形石器と接合)、台

2次加工のある剥片4点、微

磨石 1点、敵石5点、原石、 1点

すべてが同時期とはいえない出土状況から、組成も l時期の様相を表すものではない。しかし、前記した

とおり大部分は近い時期に残されたと考えられる。
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第2章旧石器時代

遺構 ナイフ ナイフ .ロ"‘沼m 折斯
億器 削器

番号 形石器 破片 石器 事l片
BL1 
BL2 
BL3 

BL4 

BL5 
BL6 

BL7 3 

BL8 

BL9 
BL10 
BL11 

SH1 

SH3 

外

合計 3 4 2 3 

比率 0.6首 0.2目 o. 8百 0.2略 0.4略 0.6略

石材
ナイフ ナイフ 4田..市辺 折新

撞器
形石器 破片 石器 剥片

損曜石 3 2 
無斑晶質安山岩 2 

凝灰岩

珪質貰岩

玉髄

安山岩

チャート

緑色凝灰岩

珪質凝灰岩

砂岩

凝灰質頁岩

蛇紋岩

石英斑岩

合計 3 4 2 

比率 0.6目 0.2明 0.8出 0.2目 0.4見

棋形 2次加 微細剥
石核 剥片 砕片

斧形
磨石 敵石 原石 合計 比率

石器
石刃

工剥片 離剥片 石器

8 3 121 2.5括

2 2 47 6 58 12.0目

11 23 2 42 8目 7目

2 16 19 3.9出

17 2 22 4.6出

4 38 3 49 10.2目

22 3 6 92 43 177 36. 7略
22 21 44 9.1目

2 16 2 22 4. 6拡
2 5 2 91 1. 9明
2 7 10 2.1略

21 0.4略

11 0.2% 
9 15 3.1出

15 30 4 8 17 300 85 2 482 ~ 
3. 1目 6.2目 0.8明 1.7覧 3. 5首62.2国 17.6拡 。.4出 0.2明 1. 0% 0.2目~ ~ 
註・ナイフ破片目ナイフ形石器破片、 2次加工事j片=2次加工のある剥片、微細事i離事i片=微細剥離のある剥片

第4表遺構別石器器種組成

削器
棋形

右刃
2次加 微細剥

石核 剥片 砕片
斧形

磨石 敵石 原石 合計 比率
石器 エ剥片 離剥片 石器

3 14 2 6 7 136 67 241 50.0時
6 65 11 86117.8百

5 50 4 62112.9目
9 5 14 321 6.6% 
2 14 171 3.5時

3 8 151 3.1% 
8 131 2.7略

3 2 61 1. 2首
31 0.6目

3 31 0.6拡

21 0.4目

11 0.2出

11 0.2唱
3 15 30 4 8 17 300 85 2 5 482 / 

0.6日 3.1拡 6.2唱 0.8略 1.7出 3.5略62.2百17.6略 0.4目 0.2拡 1.0目 0.2% レ/レ/
註・ナイフ破片=ナイフ形石器破片、 2次加工事i片=2次加工のある剥片、微細剥離剥片=微細剥離のある剥片

第5表石材別石器器種組成

177点の石器が検出された南区のBL7では、 22点の石刃が組成し、ナイフ形石器、台形石器が伴っている。

石刃石核も組成していることから、石刃製作の痕跡が残るブロックとして評価できる。また、 BL7に隣接し層

位分布や石材組成に共通性が見られる BL8には斧形石器が伴っている。場所がやや離れるもののBL11でも斧

形石器が検出されている。 BL7の石刃石器群に斧形石器が共伴する可能性が高いといえよう。

北区で、は定形的な石器が少ないため特徴がつかみづらい。そのような中BL3で模形石器が 11点も組成して

いる点が注目される。

4 石材組成(第6・7表)

石器の石材組成は黒曜石241点、無斑晶質安山岩86点、凝灰岩62点、珪質頁岩32点、玉髄17点、安山岩

15点、チャート 13点、緑色凝灰岩6点、凝灰質頁岩2点、珪質凝灰岩3点、砂岩3点、蛇紋岩1点、石英斑

岩 l点となっている。石材分類の詳細については第3節 2石材・母岩分類の項に記述する。

北区で無斑晶質安山岩、凝灰岩が主体を占め、南区では黒曜石が主体となっている。これら 3種の石材に

は石核、剥片、砕片が数量的にまとまって見られ、剥片剥離がおこなわれている痕跡が見られる。それ以外

の石材は数量が少ないため単独で持ち込まれたもの、あるいは剥片剥離の主体が調査区外にあるものと思わ

れる。

18 



第 l節 i日石器時代の概要

遺構 i 鯨~f品質 百王巴 l 緑 色 ; 鯨 質 麟 |
審号 j騨石 安山岩 凝灰岩珪質貰 lA岩|チャート ;~f灰岩 頁岩 ま淑岩|砂岩 併紋岩石英盟諸 合計 比率

BL1 ，- u.  11 91 _____1l 11 I 7時

BL221  40! 91 31 51 21 1 1 1 611 12.7出

BL3 iO 1 1¥ 31 17¥ 81 31 i I 1 421 8. 7覧

sL4 I 21 51 81 11 11 31 1 I 1 211 44唱

生E計LL」-J| 」一 8 6 一耳目 11 221 4.6出11 321 51 i 21 11 1 49! W.2.拡J1i| Bl8 I 431 ! i I 一一一」~~~ 441 9.1弘

BEBLLLB I1B 1 1iI 21 1 11 21 1 221 G目

9l寸出

開 111川-2出L羽j

外 71 31 

17凶 12はヰ31略主 o4局側 O 私 O銘 0に
合計 24~:- 321 17 -15 131 61- 2. 3T- 3 1] 11 48 

FEJ晋7F一戸日→品思孟it戸町品jζ
仇 I 7.20 I 553. 55 I 167.87 1 10949 1 18. 84 1 6. 93 1 1 1 I I 863ョ:181 12.5弘

山 9己一倍
|宮市計斗」斗出」十」也トベー-十一一十→t 寸一 一一「一一十一一「一一十一「一一一一1 ._~ iT8一二己目到

倒 124i.5711179681!333.91 悶 1，山市町日 市 五 ー 市141 120.20.1-597 1211TQi8γιfhi??:;日旦
控 Lぷ 0%1 17.1%1 19.3唱 7.7出 1. 0%12的 9.0%1 2.4%1 07引 17唱ー 86%1. I二弘一旦」ニニにニi

重量単位 g

7表遺構別石器石材重量組成

一一ナ一一一一一一「 一一一一「一一一一一一-r 11 

「一τヲ21一-1一一一十一ト斗一←寸一一一ト」ト一ト」十斗サ号

引二11二1」 一 J; L 三「三11
gliO I 1 引 1 I 61 3.5~弘9 

金宣一__j一一一旦且土」一一」三到到 1 I ?一 i 一一 21 1 一一一←之斗l一←一よ7η~Lζ〈こ二二J
比問率 I 6印D伊 2幻抗山川7.口川.7刊7%弘

8表
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第 2章旧石器時代

遺構番号
喜喜科 和田 和田 和困 和田 和国 和田 諏訪

風化

合言十ιー;令山岩手 E霊山群 小深沢群 土屋橋西群 土屋橋南群 土屋橋北群 高松沢若手 星ヶ台群

sL1 18. 19 18.1 

sL2 1. 90 5. 30 7. 20 0.6目

BL3 15. 61 0.77 40. 96 57. 34 4 7出l

Bl4 10 17 10.17 0.8出

BL5 o. 88 0.88 0.1出

Bl6 12.52 17.75 30. 27 2.5目

l111a88 8ILtL17 8 9 0 

387.02 377 31 26. 76 24 89 2.09 818.07 67 2目

71. 58 5. 91 1. 91 79.40 6. 5目|

23.61 103. 30 8.5目

24450 8 27. 09 2.2目

舛. 23.45 10 30. 83 1. 51 66.25 5.4出

トfz 608. 30 456.21 26. 76 36. 13 。.77 1. 51 24.89 59. 59 4.00 121ι16 

----------49. 9時 37. 5出 2.2出 3 日目 0.1拡 0.1% 2.0拡 4. 9目 0.3時

---------- ----------重量単位 g

第 9表遺構別黒曜石産地重量組成

黒曜石で、は産地推定がおこなわれており、すべての黒曜石が長野県内産と推定されている(第8.9表;詳

細は第4章参照)。砕片を除く器種を分析対象としており、 162点から産地群が推定された。最も多いのは馨

科冷山群で、 103点、次いで和田鷹山群の 44点、となっており、その他は 10点以下となっている。

上信越自動車道建設に伴う調査資料では10遺跡、約12，000点について同様の分析をおこなっているが、蓉

科冷I-Li群が主体となったのは上ノ原 I石器文化で全体の5割強を占めていた例のみである。葬科冷山群の原

石採集地として麦草峠や冷山が知られているが、これら産地は和田エリアおよび、諏訪エリアのより良質な黒

曜石採集地の同一方向で、より遠い。そのため、なぜ馨科冷山群の黒曜石が主体となるのか注目される。

第2節 !日石器時代の遺構

l 遺物の分布

白部に固まれている複数の石器の集まりをブロックとして認定した。そのため本書で認定したブロック

くまで石器の平面的まとまりであり、住居跡等の遺構的性格や遺物の同時性を示すものではない。ただ

し、分析を進めた結果として、ブロックが石器製作場等の意味を持つことが推定されることはある。

石器のプロック同様に礁の平面的なまとまりを磯群とした。

北区に第 1~6号ブロックおよび第 1 ~3 号機群、南西区に第 7 ~ 10号ブロック、南東区に第 11号ブロッ

クの合計 11ヶ所のブロック、 3基の蝶群を設定した。

(1)石器の分布(第6. 7図)

北区に 217点、南西区252点、南東区に 10点、南西区と南東区の間に 1点、出土位置不明 2点の石器が検

出されている。これら石器の平面的まとまりを基に北区に6ヶ所、南西区に4ヶ所、南東区に1ヶ所のブロック

を設定した(第7図)。

北区は剥片剥離の痕跡が見られるものの、作業頻度は低いようで石器分布密度は低い。一方南西区は分布

密度が高く、盛んに剥片剥離作業がおこなわれている。南東区の石器は単独で、持ち込まれたと思われるもの

のみで構成されており、石器製作の痕跡は残されていなしxo

1黒曜石の分布(第8図)

分布は南西区に大きく偏っている。北区の黒曜石製石器の多くは製品、もしくは素材としての利用が想定

されるものが多く、単独で持ち込まれたと考えられる。
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第2節 !日石器時代の遺構

3 

伽
l
i
i

n
L
 

第6図石器分布図(石器全点1)

第7図石器分布図(石器全点2)
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第2主主 !日石器時代

m
 

ハH
U
-
-
1
1
1
1
4

ηノ句

第9図 石器分布図(黒曜石・委主科冷山群)
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第 10図 石器分布図(黒曜石・和田鷹山群)

凡例

.諏訪星ヶ台群 O和田小深沢群

...和田土屋橋西群 ム和国土屋橋南群

.和国土屋橋北群 口和岡高松沢群

第 11図 石器分布図(黒曜石・その他産地群)

-23 
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第 2章 !日石器時代

第四図石器分布図(無斑品質安山岩)

g 

(己

第 13図石器分布図(凝灰岩)
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第四図石器分布図(チャート・玉髄)
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第一2章 旧石器時代

凡例
@安山岩 o砂岩 E蛇紋岩 口石英斑岩 二二ニゴ

第 16図 石器分布図(その他石材)

n
H
 

n
U
M
I
l
l
-
-
-

η
/向

第 17図離分布図(磯全点)
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第2節 [[ヨ石器時代の遺構

南西区では剥片、砕片、石核の数も多く剥片黍!I離がおこなわれた痕跡が残されている O 南東区では黒曜石

が検出さjもなかJった。

砕片を除く器種のほとんどの黒濯石で蛍光X線分析装置を用いた産地推定がおこなわれている。推定され

た産地詳ごとの分布図を第1O~12図に示す。単独出土が多い北区のブロックにおいて、諏訪星ヶ台群などの

数量の少ない産地群が分布する特徴が見られる他は、特に産地群の違いによる分布の偏りはないと判断さ

ょう 0

2 無誼品質安山岩の分布(第 12図)

BLl 'BL2的 BL5で主体となっている。 BL7に分布する

率は低い。

3. ;疑医岩の分布(第 13図)

多いが、こちらでは黒曜石が主体となるため比

BL6で主体となる他は、散在している。 BL6では剥片剥離の痕跡が見られるものの規模は小さい。

ヰ，その他の苔材(第 I4~~16 図)

珪質頁岩・緑色凝灰岩。珪質凝灰岩。凝灰質頁岩の分布を第 14図、チャート。玉髄の分布を第 15図、そ

の他の石材を第 16函に示す。これらの石材での剥片剥離の痕跡は遺跡内にほとんど残されていなし、。

17図)

圧倒的に北区に偏り、南区では5点検出されたにすぎない。これらの牒は自然状態では地山中に存在しな

いため、人為的に持ち込まれたと思われる。

北区に 3基の蝶群が存在し、磯群周囲および、機群に隣接するブロック範囲内にも離の散らばりが認めら

れ、機群礁との関係が予想される。しかし、磯群検出層序がN層なのに対し、 Va層以下で検出される離も

あるため、すべての礁が礁群に関連するとはいえない。

2 ブロック

(1)第 1号ブロック(第 18図)

北区西端に位置し、 X二88057ラ Yニ 24472座標付近を中心に北南約6m、東西約4mの椅円形の広がり

つ。西側は尾根下方に続く斜面となっており、遺物の分布が途切れるが、北側には調査区境があり調査区外

に遺物分布域が広がる可能性が考えられる。遺物数が少なく散漫な状況を示しているため、遺物分布域の主

体が北側の調査区外にある可能性も考えられる。南に第3号ブロックがありその間には約2mの遺物空白部が

存在する。また、第2号機群の遺物分布域の大部分がヌ又ブロックの遺物分布域と重なっている。南西縁に接

している第5号土坑による撹乱の影響はほとんどない。

困層から Vb層に遺物が分布しており IV層が最も多い。 10g以上の石器に限定すると、 V層以下の遺物はな

くなるため、本ブロックの生活面はIV層中にあるといえよう。しかし、石器と礁で比較すると石器が IV層中

部に集中するのに対して礁は IV層上部が多くなっている。第2号機群の出土層位は大部分が富一括になっ

ているが、垂直分布を見ると上半に集中しているようである。このように本ブロックの磯は第2号操群と関

連があることが予想されるが、石器に関してはやや深い層に集中する傾向があり、時期が異なる可能性が残

される。

石器13点、離 1L1点が検出されている。 14点の礁のうち 13点はブロック東端に集中しており、小規模なー磯

群もしくは配石的な分布をしめしている。

器種組成は掻器1点、石核1点、剥片8点、砕片3点となっている。石核、岩j片、砕片が見られるものの数

量が少ないため、剥片剥離がおこなわれた痕跡が残されているとはいい難い。 1点の掻器は典型的なものとは
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第2節 !日石器時代の遺構

異なり、時期や性格付けができるような器種ではない。石材は無斑晶質安山岩、黒曜石、凝灰岩、安山岩、凝

灰質頁岩が見られ、無斑晶質安山岩が最も多い。黒曜石の産地は馨科冷山群と推定されている。

(2)第2号ブロック(第 19図)

北区中央のやや西よりに位置し、 X=88054，Y=-24458座標付近を中心に直径約 10mの円形の広がりを持つ。

北側には調査区境があり調査区外に遺物分布域が広がると思われる。遺物の集中度合いは低く、ブロック全

域にばらばらと散らばる散漫な状況を示す。南東に第4号ブロックがありその聞には約 1mの遺物空白部が存

在するが、両ブロックとも散漫な分布状況のため境界は不明瞭である。また、第1号磯群が南に接しており、

一部が本ブロックの遺物分布域と重なっている。南東縁には第6号土坑が接しているが、周囲の遺物密度が

低いためほとんど影響を受けていないと思われる。

E層からVb層に遺物が分布しており、 N層が最も多いが Va.Vb層中の遺物も多く上下に拡散している。

10g以上の石器に限定すると、 N層下部から Vb層の比率が高くなる。一方磯はN層中部前後が多く Va層以

下は少ない。そのため、蝶と石器では時期が異なる可能性も考えられる。隣接する第 1号磯群の出土層位が

町層主体であることから、礁の多くは第1号磯群に関連するもので、石器にはより古い一群が存在する可能

性が考えられる。

石器61点、機49点が検出されている。磯はブロック全域に分散しているが、数点まとまる場所も見られ

る。

器種組成は削器1点、模形石器1点、石刃 l点、 2次加工のある剥片 1点、微細剥離のある剥片 1点、石核

2点、剥片47点、砕片6点となっている。石核、剥片、砕片が見られるものの数量が少なく、明瞭な剥片剥

離の跡はみられない。削器、模形石器、石刃に型式名がつけられるようなものはない。石材は無斑晶質安山

岩、黒曜石、凝灰岩、珪質頁岩、玉髄、安山岩が見られ、無斑品質安山岩が最も多い。黒曜石2点の産地は

和田鷹山群と和田土屋橋西群が推定されている。

(3)第3号ブロック(第四図)

北区西端に位置し、 X=88051，Y=-24470座標付近を中心に北一南約 5m、東一西約 12mの楕円形の広がりを

持つが、大半は東半分に分布している。南側は現道切り通しの調査区境があり、外に遺物分布域が広がって

いたと思われる。北には約2mの遺物空白部を挟んで第l号ブロックと第2号機群が存在する。遺物の集中度

合いは低く、ブロック全域にばらばらと散らばる散漫な状況を示す。

一部に縄文時代以降の士坑との切りあいがみられる。縁に接している第2・4土坑による撹乱はほとんどな

いと思われるが、第1号土坑はブロック範囲内にあり、周囲に遺物の分布も見られることから、撹乱を受け

た可能性が高い。しかし、土坑は陥し穴と思われる小さなもののため、その影響は少ないと思われる。

E層から Vb層に遺物が分布しており、 N層下半から Va層に多いが上下に拡散している。 10g以上の石器

に限定すると、 N層中部から Va層の比率が高くなる。一方、 Va層以下の磯は少ない。本ブロックの磯も

隣接する第2号機群と関連するものが含まれていると思われる。

石器42点、機18点が検出されている。磯はブロック全域に分散しているが、外縁に多い傾向がある。

器種組成はナイフ形石器1点、模形石器11点、石刃 l点、 2次加工のある剥片 l点、微細剥離のある剥片

1点、石核1点、剥片23点、砕片2点、敵石 l点となっている。模形石器が 11点と突出して多い。ナイフ形

石器の出土層位はE層で浅い。石核、剥片、砕片が見られるものの数量が少なく、逆に製品の数が多いため

剥片剥離の痕跡はあまりみられない。

石材は珪質頁岩、黒曜石、無斑品質安山岩、凝灰岩、安山岩、チャートが見られ、珪質頁岩が最も多い。模

形石器10点は表面が白色に風化する珪化が進んだ珪質頁岩製である。黒曜石の産地推定は他で毒事科冷山群が

多いのに対し、諏訪星ヶ台群が多くなっている。
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第2節 旧石器時代の遺構

第4号ブロック(第20図)

北区中央からやや東よりに位置し、ド88050，Y=-24453座標付近を中心に直径約8mの円形の広がり

南側は現道切り通しの調査区境があり、タ。に遺物分布域が広がっていたと思われる n 北西には連なるように

P 
ノ
ーJ

ロッタが、東には約2mの遺物空 5号プロックが位置している。第3号操群のすべて

の遺物分布範囲は本ブロックの範囲と重なっている。遺物の集中度合いは低く、ブ、ロック全域にばらばらと

散らばる散漫な状況を示す。

第6号土坑と第い 2 との切り合いが認められるが、第6号土j坑は遺物分布域の隅であり、第 1"2

は掘り込みがrv層上面前後までしか達していないため、それぞれの影響は小さいと思われる。

町層から Vb層に遺物が分布しており、 rv層上部~中部と、 Va層~Vb層の 2ヶ所に集中が分かれる。

る第3号機群はIV層から集中して検出されるため、 N層上部~中部の一群は礎若手に関連する可能性

が考えられる。一方、 Va層~Vb層の一群は確実に磯群より下層にあることが垂直分布から読み寂れる。

石器21点、 9点が検出されている。第3 ロックほぽ中央にあり、その周囲の磯が本ブロック

の礁となっている。

器種組成は自iJ器 l点、微細剥離のある剥片 1点¥石核2点、事Ij片山点、砕片 l点となっている。石核、

片、砕片が見られるものの数量が少なく、剥片黍1)離の痕跡はあまりみられない。削器は刃部のみに加工が施

されるもので、その他の器種にも定形的なものがないため、時期や性格付けが難しい。

石材は凝灰岩、無一斑品質安山岩、黒曜石、珪質頁岩、安山岩、チャートが見られ、凝灰岩が最も多い。

曜石 2点、の産地は馨科冷山群が推定されている。

第 5 号ブ口ッ ~7 (第20図)

北区東よりに位置し、 X=88049，Y=-24446座標付近を中心に直径約 4mの円形の広がりを持つ。

切り通しの調査区境があるが、大部分は調査区内に収まっていると思われる。西に第4号ブロックが、北東

に第6号ブロックがそれぞれ約加の遺物空白部を挟んで、存在する。遺物の集中度合いは低く散漫である。

国屠から Vb層に遺物が分布しており、 Va)冒前後が最も多いが上下に拡散している。

石器22点が検出されており磯はない。器種組成は削器1点、模形石器1点、剥片 17 2，点、 1 
ム

となっている。剥片、砕片の数量が少なぐ剥片黍IJ離の痕跡はあまりみられない。間Ij器は刃部のみに加工が

施されるもので、その他の器種にも定形的なものがないため、時期や性格付けが難しい。

石Jフは無斑晶質安山岩、玉髄、黒曜石、凝灰岩、安山岩、チャート、砂岩が見られ、無斑品質安山岩が最

も多く玉髄の比率は他より高い。黒曜石の産地は諏訪星ヶ台群が推定されてし、る。

(6)箪6号4 ブロック(第21図)

北区東端に位置し、ド 24441座標付近を中心に北西一南東約3m、北東一南西約金lの精円形の広

がりを持つ。北側に調査区境が、南側に現道切り通しがあるが、それぞれの境の問には遺物空白部が認めら

れるため、遺物分布域は調査区内に収まっていると思われる。西に第5号、プ、ロック

んで存在する。遺物の集中度合いは低く散漫である。

2mの遺物空白部

らVb層に遺物が分布している。 γbJ曹が最も多いが、上に多く拡散している。

4点が検出されている。器種組成はナイフ形石器1点、台、形石器l点、微細剥離のある剥片

I点、石核4点¥剥片 38点、砕片3点¥敵石 l点となっている。剥片、砕片の数量が少なく剥片剥離の痕跡

はあまりみられない。ナイフ形石器はE層、台形石器はrv層ド苦防当ら検出されているが、

以下のものと思われる。
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第2節 旧石器時代の遺構

石材は凝灰岩、黒隠石、無斑晶質安山岩、玉髄、チャート、砂岩が見られ、凝灰岩が過半数を占める。黒

曜石の産地は和田鷹山群が 3点、諏訪星ヶ台群4点となっており、遺跡内で最も多い萎科冷山群はみられな

し、。

第7号ブロック(第22図)

南西区西端に位置し、 Y=-.24481座標付近を中心に直径約 10mの円形の広がりを持つ。西側は尾根

下にむかう斜面落ち際で遺物の分布が途切れる。北側に現道切り通しが、南側lには調査区境があり、それぞ

れに遺物分布域広がっていたと思われる。東側に第8号ブロックと第 10号ブロックが存在するが、間に明

白な空白部はないため第9号ブロックも含めて、 1つの大きなブロックとしての認識も可能と思われる。遺

物の集中度合いは比較的高い。

国層から刊層に遺物が分布しており、 Va層に最も多く分布している。ただし、他のプロック

の拡散が大きいようで、且I層 .rv層からも多くの石器が出土している。

石器 175点、牒1点が検出されている。器種組成はナイフ形石器1点、台形石器3点、折断まIj片 l点、掻器

模形石器l点、石刃 22点、 2次加工のある剥片 l点、微細剥離のある剥片3点、石核6点、剥片山

砕片43点とな，っている。同一母岩と思われる柔Ij片、砕片があることから石刃製作に伴う剥片剥離の痕跡が残

されているといえる。ナイブ形石器は 2側縁に加工が施される「茂呂型Jの範時に含まれる。台石器は刃

部が平たく側縁が切り立っている。ナイフ形石器、台形石器、石刃の共伴関係が注目される。

無斑品質安山岩、凝灰岩、珪質頁岩、チャート、

みられ、黒曜石が大半を占める。黒曜石の産地は翠科冷山群と和田鷹山群の比が 2:1程度と馨科冷山群が多

くなっている。分布を見ると北側に和田鷹山群が、中央から南側に翠科冷山群が多く分布している。その他

和田高松沢群が 2点含まれる点、も注目される。

(8)第8号ブロック(第23図)

南西区中央に位置し、か Y=-24474座標付近を中心に直径約 Emの円形の広がりを持つ。ブロックの

半分以上は北側の現道切り通しに広がっていたと思われる。西に第7号ブロッ夕、南に第 10号ブロッ夕、南

東に第9号ブロックがあり、第10号プロックとはやや離れるものの明瞭な遺物空白書13はない。遺物の集中度

合いは比較的高いが、集中部は現道切り通しに切られている。

狙層から Vb 層に遺物が分布しており ~Vb 届が最も多い。

石器44点、楳 l点が検出されている。 22点、砕片 21

刃、石較はないが、縦長景IJ片も見られ、第7

斧形石器 l点となっている。石

られることから、縦長剥片剥離

の痕跡の部が残されていると評価できょうか。斧形石器は緑色凝灰岩製で単独で存在するが、層位的@平

面的に本ブ、ロックに伴うと判断できる。

石材は黒曜石、緑色凝灰岩がみられ、斧形石器以外は黒曜石となっている0

19点、和田鷹山群が l点となってい

9号ブロック(第 23図)

し、 Y=-24469座標付近を中心に北南約白l、東西約8mの楕円形の広がりを

持つO 北側に現道切り通しがあるが、境の遺物密度は低いため遺物分布範囲は、ほぽ調査区内で、収まってい

ると考えられる。北西に第8号ブロック、南西に第 10号ブロックがあり、第8号一ブロックとの間には明瞭な

白部がない。遺物密度は低く散漫である。

困層から Vb層に遺物が分布しており Va層が最も多い。

石器22点、隣2点が検出されている。器種組成は石刃 2点、石核 l点、表IJ片 16点、砕片2点、原石 l点と

なっている。遺物数は少ないものの、第7号ブロックの石刃製作との関連が考えられる。
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石材は黒曜石、開J足岩、玉髄、チャートがみられ、

13点、和田鷹山群が 3点となっている。

(1 第 10号ブiコック(第23図)

第 2節 !日石器時代の遺構

占める。黒曜石の産地は萎科冷山群が

南西区中央に位置し、 Y=-24475座標付近を中心に直径約 2mの円形の広がりを持つ。南側に調査

区外があるが遺物分布範囲は調査区内に収まっていると思われる。西に第7号ブ、ロック、北に第8号ブロッ

夕、北東に第9号ブロックがあるが、本ブロックの認定にあたってはこれら 3ブロックの範囲確定後に残っ

た少量の遺物集中部をブ、ロックとした。遺物密度は低く散漫である。

らVa層に遺物が分布しており Va層が最も多い。

石器9点が検出されているが礁はない。器種組成は石刃2点、剥片5点、砕片2点となっている。遺物数は

少ないものの、第7号ブ、ロックに関連する石刃製作との関連が考えられる。

石材は黒曜石が 8，託、珪質頁岩が l点となっている。黒曜石はしなが琴科冷山群、 5点が和田鷹山群と推定

されてい

(11)第 1i号ブロック(第24図)

南東区に唯一存在するブロックであるo Xニ88020，Y=--24447座標付近を中心に北南約句、東西約 6mの

楕円形の広がりを持つ。北に信濃町教育委員会の調査区が接じており、遺物数が少ないため、本体はそちら

に存在する可能性が考えられる。遺物密度が非嘗に低く散;慢で、ある。

直属から Vb層に遺物が分布しており Va層が最も多い。

10点が検出されているが蝶はない。器種組成は石刃 2点、剥片 7点、砕片2点となっている。剥片類

も素材となるような大形品が目立ち、ほとんどが製品や素材として持ち込まれていると考えられる。そのた

め、剥片剥離の痕跡はみられない。

石材は珪質頁岩8点、珪質凝灰岩 1

(12)遺構外遺物(第25函)

l点となっている。

ブロックと磁群の外から検出された遺物の分布を第25図に示した。

勺
u 

3基の磯群が検出されている。いずれの磯群もrv層から集中して出土するため生活面は [If層にあると恩わ

れる。 3基の磯群に共通する特徴として、円礁および円磯に近い亜角離が主体を占め、焼けた破鼠礁が少ない

点があげられる。また、機集中部のタト縁が l 辺 l'~ L 5mの「コJの字状を呈し、内部には60cm前後の空白部

を持つ特徴的な磯分布が認められる O

真っ赤に赤化した礁はほとんどなく全般的に焼けが弱し判]象がある。分布図では焼けと恩われる赤化した

部分がみられる磯に濃いアミを、「焼弱」としたわずかに赤化またはすすけている磯に薄いアミをかけて表現

、-"レ/こO

け) 第 1号磯群(第26

北区の中央付近に位置し、 X=88051， Y二 24462座標付近を中心に北西南東約 5郎、北東南西約1. 5mの

中央にくびれのある楕円形の広がりを持υつO 中央付近の牒密度がやや低く、北東側と南西側にそれぞれ密度

の高い場所がみられるため、 2基の磯群が接して分布していると捉えることもできる。それぞれの密度の高い

部分のタ柔は、 1JZIが 1~ 5mの「コJの字を呈しており、「コ」の字の内側には直径60cm前後の円形の空

白部が存在している。「コjの宇の聞いた部分は北西側の集中部が北西、南東側の集中部が北東を向いている。
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旧石器時代の遺構第2節
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第2節 旧石器時代の遺構

第2号ブロックと分布が一部重なっており、重なっている部分から検出されている 1点の微細剥離のある

剥片は第2号ブロックに所属させた。

出土層位はE層から Vb層に分布しており W層が圧倒に多いため、本来の生活面はN層にあると思われる。

291点の礁が検出され、総重量は47.295kg、平均重量が約 163gで、石材はすべて地元で採集できる多孔質

の安山岩となっている。磯形状は亜角牒194点、円磯97点となっているが、亜角磯の多くは角が落ちたかな

り円礁に近いもので、丸い礁が多い印象を持たされる。過半数の 179点が破損がない完形品となっている。

133点に焼けと思われる赤化が見られ、 128点が「焼弱」としたもので、 30点には赤化が見られなかった。

非常に赤化の弱い礁を「焼弱」としており、焼けているとも焼けていないとも明言し難い磯である。また、 34

点にすす状の付着物がみられた。

その他に磨石 1点、蔽石 1点の合計2点の礎石器が検出されている。

野尻湖遺跡群の一般的な磯群は赤化して割れている亜角離が主体となるのに対して、本磯群は赤化してい

ない丸い完形離が多いといえよう。

(2) 第2号操群(第27図)

北区の西端に位置し、 X=88056，Y=-24472座標付近を中心に直径約2.5mの円形の広がりを持つ。西側半分

には第l号操群で捉えられた「コjの字状の集中部が捉えられる。「コ」の字の開いた部分は北西を向いてい

る。

第1号ブロックと分布が一部重なっており、重なっている部分から検出されている剥片石器は第1号ブロッ

クに所属させた。

出土層位は血層からVb層に分布しており W層が圧倒に多いため、本来の生活面はN層にあると思われる。

197点の磯検出され、総重量は38.675kg、平均重量が約 1969で¥石材はすべて地元で採集できる多孔質の

安山岩となっている。牒形状は亜角磯101点、円磯96点となっているが、亜角磯の多くは角が落ちた円磯に

近いもので、丸い磯が多い印象を持たされる。約4分の 3の150点が破損がない完形品となっている。

106点に焼けと思われる赤化が見られ、 81点が「焼弱」としたもので、 10点に赤化が見られなかった。ま

た、 42点にすす状の付着物が、 l点に鉄分が付着していた。

本磯群も赤化していない丸い完形礁が多いといえよう。

(3) 第3号磯群(第28図)

北区の中央からやや東よりに位置し、 X=88049，Y=-24452座標付近を中心に北東一南西約6m、北西一南東

約3.5mの楕円形の広がりを持つ。中央付近に集中部があり、北東側と南西側に分散している分布状況を示す。

中央付近の集中部は第 1・2号機群で捉えられた「コ」の字状の集中部が確認できる。 fコ」の字のひらいた

部分は南を向いている。また、これ以外にも 1.-.__， 1. 5mの長さで礁が@[線的に並ぶ部分が認められ、複数「コJ

の宇状の分布が存在する可能性が考えられるが、はっきりとしない。

第4号ブロックの分布域と完全に重なっており、重なっている部分から検出されている剥片石器は第4号

ブロックに所属させた。また、本磯群よりも新しい時期の第1・2号溝に切られているが、溝の掘り込みが浅

いためその影響は小さい。

出土層位はE層からVa層に分布しており N層が圧倒に多いため、本来の生活面はN層にあると思われる。

272点の磯が検出され、総重量は44.642kg、平均重量が約 164gで、石材はすべて地元で採集できる多孔質

の安山岩となっている。磯形状は亜角磯 119点、円磯 153点となっているが、亜角礁の多くは角が落ちたか

なり円磯に近いもので、丸い磯が多い印象を持たされる。過半数の 169点が破損のない完形品となっている。
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第2章 旧石器時代

162点に焼りと思われる赤化が見られ、 104点が「焼弱」としたもので、 6点には赤化が見られなかった。非

常に赤化の弱し、離を「焼弱」としており、焼けーているとも焼けていないとも明言し難い礁である。また、 56

点にすす状の付着物がみられた。

本磯群も赤化していない丸い完形離が多いといえよう。

3節 |日石器時代の遺物

1 石器

482 点の石器が出土した。以下に主な器種について記載するが、その他石器の法量等の属性を第1O~15表

け)ナイフ}臨石器(第 29図。報告番号 1~ 3) 

3点のナイフ形石器が検出されている。いずれも異なるブロックに属しており、同時期かどうかはわから

なし L

lは黒曜石の石刃を素材としている。黒曜石は比較的透明度が高く細かい気泡をわずかに含むが質は良く、

産地は和田鷹山群と推定されている。素材の打面を基部に置き、左側縁全体と右側縁の下半に正方向のブラ

ンティングを施している。石器の主朝!と素材の剥離軸はほぼ一致し、打面およびパルプは加工により折除さ

れている。平面形はやや右側縁の肩が張る左右非対称形を呈し、尖端は鋭く尖り基部は丸い。側面形は薄く

てそりが小さく直線的で、断面形は薄い台形状を呈する。器体ほぼ中央で横方向に 2つに割れており、同一

ブロック内の隣接する異なる地点から検出されている。

2は黒曜石の縦長剥片を素材としている。黒曜石は透明度が高く気泡がほとんどない質の良いもので、産

地は諏訪星ヶ台群と推定されている。素材の打面および背面には礁面が残されており、石刃石核から剥離さ

れたものかどうかは微妙で、ある。打面を基音sに置き、両側縁基部付近のみに正方向のプランティングを施し

ている。石器の主軸と素材の剥離軸はほぼ一致しており、打面は平たく残されている。平面形は左右ほぽ対

称で、基部が平たく尖端の尖るやや細身のベン先形を呈する。側面形はパルプのふくらみが若干みられるも

のの直線的で、、断面形は台形、三角形を呈する。

3は黒曜石の縦長剥片を素材としている。黒曜石は透明部と黒告の不透明部が斑状となり、気泡がほとん

どない質の良いもので、産地は諏訪星ヶ台群が推定されている。素材の打面を基部に置き右側縁全体と左側

縁の下半に正方向のプランティングを施している。素材の打面は折除されているが、パノレブ?は部分的に残さ

れている。平面形はやや左肩の張る左右非対称で、尖端は鋭く基部は鈍く尖る。側面形は薄くてそりが小さ

し断面形は薄い台形、三角形を呈する。

(2)台形石器(第 29図。報告番号4~ 7) 

第7号ブロックから 3点、第6号ブロックから l点、合計4点の台形石器が検出された。

4は黒曜石の剥片を素材としている。黒曜石は細かい球頼が多、く、馨科冷山群と産地推定されている。素

材が縦長剥片か横長剥片かは断言できないが、背面の剥離痕は主要剥離面と同一方向で

刃状の縦長剥片を素材としている可能性も考えられる O 素材の打面を右側縁に置き、正方向のプランティン

グにより打面は折除されている。左側縁は切り立った折れ面となっており、意図的に折り取られた可能性が

考えられる。平面形は刃部と基部が水平となる台形を呈している。側面形は素材のパルプが発達しているた

め翼状を呈しており、横断面形は台形となっている。刃部は薄く鋭いが、薄さゆえに安定せず山形を呈し波

打っている。
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第2章 旧石器時代

5は珪質凝灰岩の横長もしくは貝殻状剥片を素材としている。珪質凝灰岩とした石松は白色で石英がみら

れ流紋岩との区別が難しいものとなっている。素材の打面は磯面と 1枚の剥離面とで構成されており、その

稜の部分を打点として剥離されている。左側縁に打面を置き打面から背面に平坦な剥離が施されているが、主

要剥離国との切り合いはなく加工との断定ができない。右側縁は正方向のプランティングにより素材が折断

されている。平面形は刃部が平たく基部の尖る三角形を呈する。刃部は薄く鋭い。側面形はバルブが発達し

ているため、翼状を呈しており、横断面形は甲高で側縁の切り立つ四角形を呈するO

6は黒曜石の貝殻状剥片を素材としている。黒曜石は黒色不透明で質がよく諏訪星ヶ台群と産地推定され

ているが他に同 個体がない。素材背面には平坦でなめらかな磯面が残されており底面的な用い方も考えら

れる。左側;除下部に打面を置き、反方向の平坦剥離を施した後に正方向の急角度の剥離を施して打面を折除

している。素材の季Ij離軸はこの左側縁下音防ミら刃部右肩方向にあり、素材は石器主軸に対して斜めに置かれ

ている。右側縁全体に反方向の平塩剥離が施されている。平面形は刃部が平たい台形状を呈するが、左側縁

ヒ半部には鋭い縁辺が残されており、そこまで刃部として認識をした場合は、軸のずれたペン先形を呈する

ナイフ形石器との認識もできょうか。側面形は薄くそりは小さく、横断面形は薄くつぶれた六角形を呈す，る。

7 i土チャー卜の剥片を素材としている。加工による素材の変形が大きいため素材形状が明瞭ではないが、打

ifi]が機面で、あることや背面が平坦であることから、石刃等の定形的なものではないと思われる。左側l縁下部

に打l百を置き打面肩から刃部肩に正方向のプランティングを施して一切り立った左側縁を作出している。また、

右側縁全体には反方向の平坦剥離が施されている。平面形は刃部が平たく基部が丸い台形状を呈している。刃

部中ほどに岩石の脈の影響でくびれ部がみられ、非直線的で不安定である。側面形はパノレフすが大きく発達す

るため翼状を呈し、横断面形態は側縁が切り立っていることから、つぶれた方形を呈する。

折断華1]片(第 29図 a 報告番号8)

1点しかなく、折れも意図的との断定が難しいため本来組成する器種かどうか微妙なところである。

8は風化面が灰色の珪質頁岩を素材としている。同一個体が他にないことから単独で持ち込まれたものと

思われ、その利用価値が予想されることからこの石器を折断剥片と認定した。石刃を素材としているようだ

が打面および末端は折り取られていて断定は難しい。折り取りについても意図的なものとの断定ができず、そ

の他にも明瞭な加工痕はみられない。素材の剥離軸を横に置くと、左右側縁が切り立った折れ面となってお

り、上辺および下辺に刃部と思われる鋭い縁辺がある。上辺、下辺の刃部には使用痕と思われる微細な剥離

が認められる。王手面形は方形を呈し、腹面は平たくそりが小さい。

(4)掻器(第 30図@報告番号9" 10) 

2点の掻器が出土しているが、いずれも加工頻度が低く定形的な掻器とはいえない。

9は無斑品質安山岩の分厚い剥片を素材としている。腹面上部の平坦な剥離は素材剥離時に打点付近が同

時に剥離したもので2次加工ではないと思われる。素材の末端に数回の剥離を施して刃部を作出しているが、

加工頻度は低く完成品とは考えにくい。平面形は五角形状を呈し、断面形は甲高の台形を呈する。

10は無斑晶質安山岩の剥片を素材としている。素材の打面は折れにより存在しない。素材末端の肩の部分

に正方向の剥離を施して丸い刃部を作出している。実測図左下側縁が刃部で、左側|縁ほぼ全体に刃部より粗

いiE方向の剥離が施されている。平面形は栂指状を呈するが、刃部の位置は一般的な栂指の先端からずれて

いる。 断面形はD字状を呈する。

(5)商IJ器(第 30図・報告番号 11~ 13) 

3点の削器が出土している。 11吋えれも刃部のみに加工が施されており定形的なものではない。
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第 2主主 旧石器時代

11は無斑品質安山岩の剥片を素材としている。素材打面側が折れており現形状は横長を呈する。その短辺

にあたる左側縁上半部に正方向、下半部に半方向の平坦剥離を施して刃部を作出している。 下辺にみられる

反方向の剥離は右下辺が礁であることから、磯面に残されているひびによる剥離で、素材剥離時と同時と考

えられる。

12は凝灰岩の貝殻状剥片を素材としている。素材は磯面を打面としており、石刃のような定形的なものと

は異なる。素材の末端に反方向の平坦剥離を施して刃部を作出しているが、加工頻度が低く刃部でない可能

性もあろうかの

13は玉髄の横長剥片を素材としている。素材の打面側にやや角度のある正方向の剥離を施して刃部を作出

している。この加工により打面は折除されている。他の削器と異なり加工頻度は高く、刃部は鋸歯状を呈し

ている。

模形石器(第31. 32図。報告番号 14~ 28) 

模形石器は 15点検出されているが、 11点が第3号ブロックに分布している。

14 .16' 20~~24 命 26' 27は風化面が灰白色の珪質頁岩製である。いずれも第3号ブロックに分布しており、

古も同一あるいは同種と恩われる。同一母岩の剥片類がほとんど見られないため、これらは単独で持ち込

まれたと思われる。

14裏面はポジティブな剥離面だが、剥離の開始部が上端付近で、但iJ縁の折れ面に切り勝っていてリング・

ブイツシャーも通常の剥離にみられる状態と異なることから、素材の主要剥離面ではないと思われる。 1二下

両端の裏面に小さく平坦な2次まiJ離があり、わずかだが表面にも微細な 2次剥離が認められる。

15の裏面は非常に平坦なため素材の主要剥離面ではないと思われる。上端には側面および裏面に樋状剥離

がみられるが、なぜかどの剥離にも剥離の開始部がない。下端には狭く切り立、った平坦面があり、そこから

裏面に微細および平坦な剥離がみられ、剥離の開始部には僅かに潰れが認められる。

16は珪質頁岩の横長剥片を横に置き、縦長に素材を用いている。上下両端の表裏に平坦および微細な 2次

剥離が認められる。端部の潰れはみられない。

17は上下両端の表裏に平坦および微細な 2次剥離があることから、素材の主要剥離面が確認できない。上

下端は風化でややとろけているものの潰れは認められない。

18は素材末端の切り立った磯面を上端としている。その磯面を打面として表面に平坦および微細な 2次剥

離が施されている。上端の曇IJ離開始部は潰れている。下端方向からの平坦な剥離が裏面にあるが剥離開始部

は欠損している。また、下端右下方向からの表面への平坦な剥離もみられる。上端の剥離が表面に偏る点や、

下端がそれに対応しないなど典型的な模形石器とはやや異なる性格を持つといえよう。

19は玉髄製で上下端からの剥離によりポジティプな面が切り取られているため素材が読み取れない。上端

には表裏面に平坦およ微細な 2次剥離があり、その開始部は若干潰れている。下端方向からの平坦な剥離の

末端は認められるが、下端は欠損している。器体は厚くごろつとした印象を持つO

20の裏面はポジティブな面となっており、素材の主要剥離面の可能性が考えられるが、 2次剥離の可能性

も捨てきれない。上端表裏面に小さく平坦な 2次剥離がみられ、下端は欠損している。器体は薄い。

21は表裏にポジティブな面がみられるが、裏面が切り勝っている。上下端には表裏に平坦および微細な 2

次剥離がみられる。これら 2次剥離はやや表面に多く、開始部は潰れていない。その他，[こ、左側縁にも多く

の開始部が潰れた 2次剥離が認められる。

22の裏面にポジティブな面があるが、素材の主要剥離面と断定できない。上下端の表裏に平祖および微細

な2次剥離がみられるが、器体左側の剥離数は特に多く、上端と下端の剥離が肩部を介して連なっている。上

端中央部付近に慣れが見られる。王Z面形は横長で隅丸のひし形を呈し、上下側面形は翼状を呈する。
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23の表面左下にポジティブな剥離面があるが、素材の主要剥離面と断定できない。上端の表裏に平坦およ

び微細な 2次剥離がみられ、下端は欠損している。欠損のためか平面形は横長で、断面形は薄い。

24にはポジティブな剥離面が認められない。上端の表面に平坦および微細な2次剥離がみられるが、この

中の一枚の剥離が裏面へ抜けているため、下端は存在しない。また、左右端にも対応する 2次剥離部が存在

する。右端は裏面には開始部が潰れた微細な 2次剥離があり、左端裏面にも僅かだが微細な 2次剥離が認め

られる。

25の裏面はポジティブな剥離面で素材の主要剥離面と思われる。下端折れ面以外にこの面を切る明瞭な 2

次剥離面がないため単なる剥片とする視点もあるが、線状の打面部に僅かな潰れが認められる点、背面頭部

からのまIJ離末端にステップが目立、つ点、主要剥離面に複数のパノレブマがみられる点から模形石器と判断した。

26は上端部がわずかに残るのみである。上端は表裏に平坦および微細な2次剥離がみられる。

27の裏面はポジティブな剥離面で素材の主要剥離面と思われる。上端は25とよく似ている。下端裏面の切

り立った 2次剥離は一般的な模形石器の加工と異なる。

28は黒曜石のやや横に長い剥片を縦長に置いている。上端の表裏に平坦および微細な2次剥離がみられ、端

わずかだが潰れている。下端は折れ面で切り立っているが、折れた後の平坦な 2次剥離が裏面にみられ

くJ。

(7)石珂(第 32~ 36図・報告番号29~ 58) 

30点の石刃が出土している。第7号ブロックでは22点の石刃が検出されており、その他に石刃石核や多く

の縦長剥片が検出されている。ここの石刃には打面調整、頭部調整、稜上調整等が認められる。石材は蓉科

冷山群の黒曜石で、それ以外の産地群の黒曜石および、その他の石材の石刃は他の場所で製作されたものが

持ち込まれたと考えられる。

37・42. 43 . 45 . 49・53に打面調整が認められる。打面調整は背面の切り立っている方の剥離面より、打

点付近に向かつて平坦な剥離が施されている。また、 37. 42は無斑品質安ILJ岩製、 43'45は和田鷹山群の黒

曜石製で、形状も整っているため、し吋三れも素材もしくは製品として他の場所から持ち込まれたものと考えら

れる。ただし、 53は萎科冷山群の黒曜石の稜付剥片であり、遺跡内で製作されたものと思われる。

32 . 33 • 34 . 39 • 47 ' 48 ' 51・52' 56 . 58に頭部調整が施されている。打面の最も厚くなる稜の部分に平

坦な剥離を施して厚みを減じている。また、頭部調整が施されている石刃に明瞭な打面調整が認められない。

調整により打面が狭くなっている影響も考えられるが、単剥離打面も目立つことから、打面調整と頭部調整

は相反する関係にあることが想定できょうか。

31・35' 44 . 53 . 54 ' 55は稜付剥片である。これらの存在により稜上調整がおこなわれていたことがうか

がえる。

32・33. 34 ' 36 . 38の背面に主要剥離面と逆方向の縦長の剥離痕が認められることから、両設打面の石刃

石核の存在が確認できる。

(8)石核(第36~ 41図。報告番号59~ 74) 

17点の石核が出土している。南西区には石刃石核が、北区には貝殻状剥片を目的とする石核が存在する0

59 . 61 ~ 65は黒曜石の石刃石核で、 62が第9号ブロック、その他は第7号ブロックから検出されてし、る。

59の産地は和田鷹山群が推定されており、他の萎科冷山群と異なる。また、他の石核が剥離が進行して小

形化しているため、これ以上は有効な石刃が得られないと思われるのに対し、 59は大きさもあり石刃石核と

してのさらなる利用が可能なものと思われる。さらに、 59にのみ打面調整および、主要作業面の背の部分の

稜への調整が認められる。
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第2章旧石器時代

61 ~65 の打面には調整がない単剥離面もしくは平坦な磯面となっており、 62~64 は下面にも打面が設定

される両設打面が認められる。頭部調整はさほど顕著で、はないがどの石核にもみられる。 64・65にはポジティ

ブな剥離面が存在することから剥片を素材とした石核であることがうかがえる。

60はサイコロ状の石核だ、が目的的な剥片は得られていないようで、石核というより分割原石と表現すべき

ものかもしれない。

66~74 は貝殻状剥片を剥離した石核で、いずれも北区から検出されている。剥片の形状、大きさに斉一性

がなく、明確な目的形状がないことをうかがわせている。板状の分割磯および剥片が素材となり、作業面が

lつの広商に閤定され、縁辺を打点が横に移動して剥離が進行するものが主体となっている。明瞭な打面調整、

頭部調整は認められないため、石核調整はほとんどないといえる。

(9)打面調整剥片(第43図・報告番号75・76)

2点の打面再生剥片が出土している。いずれも石刃石核の打面再生剥片と思われる。なお、器種上の分類

は剥片となっているため、組成表や分布図上の表現は剥片と同じなので注意されたし。

75は珪質頁岩製である。長さ、幅とも 9cm弱と大形で打面全体が背面に収まりきっていないため、打面は

さらに大きく巨大な石核から剥離されたものと思われる。調査底内には同一母岩の石刃があるものの、剥片、

砕片がないため石刃等と共にこの状態で持ち込まれたものと思われる。打面に残っていたパンチコーンの影

響のためか打点が明瞭で、はない。

76は黒曜石製である。遺物取り上げ時に出土位置がわからなくなってしまったが、ほぼ遺物の並び}I慣に取

り上げ時の番号を付けているため、第7号ブロックか第8号ブロックに属すると思われる。背面にはほぼ打

面全体が収まっており、パンチコーンもみられる。

(10)斧形石器(第42・43図・報告番号77・78)

2点の斧形石器が出土している。

77は緑色凝灰岩の横長剥片を素材としている。素材を横に置き縦長に用いている。素材の打面側となる左

側縁は、正方向の平坦な剥離が施され打面が除去されている。この剥離は厚みのためか剥離の収束部にステッ

プが目立つ。その後反方向の小さく平坦な剥離により縁辺を直線的に整えている。右側縁は下半部は正方向

のやや切り立った剥離が施されており、上半部は 1枚の大きく平坦な剥離を施した後に、反方向の小さく平

坦な剥離が施され、直線的な側縁が作出されている。刃音防当ら胴部下半部には研磨が施されている。丁寧な

研磨により、滑らかで鋭い縁辺が作出されている。

表面はほぼ全面磯面だ、ったようで、磯面の持つ滑らかさを利用して研磨が施されている。研磨面と磯面は

漸移的で明瞭な境目がない。裏面は素材の主要剥離面であり磯面はなく、中央付近はわずかな凹面となって

いるが研磨がおよんでいる。刃部縁辺から 5mm前後の範囲に研磨面同士による稜がみられる。刃部がより丁

寧に磨かれているのだろうか。または、使用による刃部の研ぎなおしの結果であろうか。研磨方向は表裏と

も刃部に対しでほぼ垂直であるが、やや左上がりになる部分もみられる。研磨は基本的に剥離の後に施され

ており、明瞭に研磨面を切る剥離面はない。

平面形は最大幅が刃部近くにあり、基部が狭くなる左右対称の接形をていしており、横の断面形は表面が

凸となるD字状を呈している。下面からの刃部縁辺は表面が凸となるゆるやかな弧状をていしている。

78は蛇紋岩の横長剥片を素材としている。素材を横に置き縦に長く用いている。素材打面倒の左側縁に正

反方向の平坦な剥離を施そうとしているようだが、厚みのためか剥離は内面まで達せず、短くステップで収

束しているものが多いため切り立っている。右側縁は反方向の小さく平坦な剥離が施されている。
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第44図 旧石器時代石器実測図 16 (敵石2・磨石)
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第3節 旧石器時代の遺物

表面は前面滑らかな際面で、その滑らかさを利用して研磨が施されているが、研磨範囲は刃部縁辺から数

聞のI幅と狭い。裏面は全面剥離面となっているが、刃部付近にわずかに研磨匝がみられる。この研磨面は刃

部縁辺からの撒細な剥離に切られている。また、刃部方向からの平坦な言明離のステップ状の収束部の上にも

狭い研磨面が認められる。おそらくもともと研磨面があったが、刃部再生のため研磨面が狭くなってしまっ

ものと思われる。平面形は左右対称で基部I隔がやや狭し¥が、最大幅は中:央付近にある擢形と短冊形の中間

的な形を呈している。断面形は表面が凸となるD字状を呈してい

(11 )離石(第 43③ 44図の報告番号 79~ 

5点の敵石が出土しているが、いずれも北区から検出されている。

79はチャートの円離を用いている。長軸の端部および胴部中央付近に敵打痕が集中している。 端部の敵打

部には面ができており、胴部の敵打部は凹石のようにくぼんでいる。敵打痕の周辺には線状の傷が無数に残

されている。よく観察すると端部および胴部の敵打部内部にも線状の傷が無数にあり、散打痕の最小単位は

線状の傷で、その集合体が蔽打部となっていると考えられる。そのため¥一般的なノヘンマーストーンとされ

ている蔽石とは性格が異なる。 79が1検出された第3号ブロックは模形石器が 11点集中している。線状の傷の

大きさはまさに模形石器のあたりによってできる傷の大きさと一致しているように思われるO したがって、こ

の蔽石は模形石器の使用もしくは製作の時のハンマーおよび台石のような機能があったと推定される。

80 ' 81は平面形が円形を呈する砂岩の扇平な円離を用いている。その外縁に敵打痕が確認できる。 80の使

用頻度は低いようで敵打痕は少なく明瞭ではない。

82は棒状の多孔質の安山岩を用いている。端部に敵打痕が集中しており、第3号磯群から検出されてい

(1 磨石(第 44 図@報告番号 79~

1点の磨石が出土している。 83は第 l号機群から検出されている。肩平な円燥を用いており、胴部に使用

によると思われる稜がみられる。しかし、石器表面はざらざらに嵐化しており、磨面は明瞭ではない。

2 石材@母岩分類

• 1司t岩分類作業は砕片@敵石・磨石を除くすべての石器を対象としておこなった。その結果 12石材72

1母岩に分類された。各母岩の分類基準を第16表に示した。次に石材ごとの特徴と母岩分類状況等を記述する。

(1)畠曜石

黒曜石は特徴のある岩石のため他の石材との分類は容易だったが、母岩の分類は遺物数が多く個体差があ

まりないためにきわめて困難であった。そのため、母岩分類作業は 1母岩 1個体のレベルまでおよ

ことができなかった。また、産地推定をおこなっているが、作業順序は母岩分類が先で、産地推定を後

こなったため第 17表のように 1母岩に複数の産地が含まれる結果となっている。

11土大半が葬科冷山群となってし、る。萎科冷山群の黒曜石は小さな球壊が特徴的で肉眼でも

易に分けることができるが、 和田鷹山群と和田高松沢群が混じってしまった。その理由には和田

鷹山群の黒曜石は球頼のない質の良いものから、球頼のある質の悪いものまであり、あらゆる顔つきの黒曜

石があること。和田高松沢群は一般的に出回ることが少なく、球頼の多い特徴が琴科冷山群に似ているため

少数で遺跡内にある場合に抽出することが難しい点等があげられる。

同J援に和田峠、星糞峠周辺の和田鷹山群や和田小深沢群と星ヶ:塔、星ヶ台のある諏訪星ヶ台群はよく似て

おり、肉眼による分類は難しく精度が低い。ただし、同一産地群内の黒曜石で、も異なる顔つきの黒曜石が多

種あり、それは蛍光 X線を用いた産地推定で分けることができないため、肉眼での分類にたよるしかない。
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接合番号 i長mm 幅mm I厚mm I重量g Ix座標 IY座標

第 14表石器属性表5
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第3節 旧石器時代の遺物

報告番号 遺物番号 出土遺構 地層 器種 材質 Ob産地 母岩番号 接合番号 長醐 幅醐 居間 重量E X鹿標 Y皮標 楳高

一叫 73 

BBBLLLS 7 7 

Va 
Cch h 

Ob 

一。00生Zω315 L 9 

88024.397 同 24477.431 660.151 

76 W車下
Ob 

888B00225652860 2 --2244447775.16980 5 
660.211 

78 Ch Ob |…}…尚一 660.434 

84 B110 W下 Ch Ob 88022.364 -24474.638 660.237 

93 Bl9 Va Ch Tu 0.71 
8888004238.40545 9 

-24465.640 660.228 

148 
BBLL5 10 

Va Ch An 0.93 -24446.381 660.234 

159 Va Ch Ob 0.17 

8SS888000222365.3668513 3 6 

-24474.749 660.184 

11664 2 
Bl8 

vVb a 
α1 Ob 0.15 -24476.379 660.128 

Bl7 
α。11 

Ob 0.25 ー24477.437 660.176 

166 BL7 
vvb b 

Ob 
… 四 00eO18 5 

88024.532 
--2244447788E47676 9 

660.031 

トω
169 

BBBLLL7 7 7 

Ob 
888888000222432，O717294 1 8 

660.034 

ト…一一…
172 

lむこ
Ob 

斗A-。o0-止31z4L 4 2 L 

-24479.576 660.096 

11774 7 
Ob 

--2244447799..87895 1 
660.089 

Bl7 Ob 88024.084 660.025 

11884 6 
BL7 Vb Ob 

8S88002255410S4 5 
-24479.878 660.012 

BBLL7 7 Vvb a 
Ch Ob 一ι

四24479.379 660.027 館一山町田町一一 …一
188 。1 Ob 

00024418 0 7 
88025.781 -24478.897 659.996 

21∞ 91 
Bl7 

V vb a 
Ch Ob 8802501804 6 -24478.382 660.123 

Bl7 Ch Ob 88026. -24481.090 659.996 

202 Bl8 Vb Ch Ob 02.219 3 
88026.640 

--224444776601599 8 
660.072 

一-…叩Ez四醐摺mE且息臥遣aL一-一畑一 yEwvE上ta中-cC位Cbhれ o。oObh b b 

一
8888002277.66414 6 

660.239 

一四一斗一E@0oJd1nn ι i 6 一ゐ一二2→-辺開醐Z25酬醐生タZrF吃ムE1E笠盟3師帥4L 8 L 

660.323 

S88S002287.50965 2 
660.096 

BBLL7 7VaO10b  一
659.965 

ト一一一 8888002277.99141 9 
659.962 

n捌Z517E畦民E71L一一一zvVaha問 E生cCPhh-一一 ooobb b 

659.942 

00394 2 8888002Z6680244 6 
659.908 

ー24478.101 660.059 
い一一 w …………一一.. … 一一一明一一

2401 BL7 I Vb I ch 10b O0，O07 5 
88023.086 -24478.383 659.972 

88026. 140 -24476.251 660.013 
…ー 晶 一一 一

2421Bl8 IVb ICh 10b 
00323 2 

88026.390 -24476.330 660.002 

2431Bl8 I Va 目1 10b 88026.678 -24475.326 660.107 
………一………叩………

-一F 品-目J割Z-2一お到Ia 2旦艶BBsuLaB一一J一i擾VvL乱bEa ャJ回生ECehhh一生ooabb b 一-一i 

00114 1 
88026.832 -24475.091 659.980 

ヤー一 ……  ……  一88027.405 -24475.232 659.968 

0.06 88027.580 -24475.048 659.886 

000.1111 8 6 888888000222766..2350384 6 5 
--2244447743.75017 5 

660.060 

660.107 
一

】 24473.816 660.116 

い……
2631 Bl8 1 Va α~~~ 

0.68 Bω26.773 -24473.930 660.154 

0.02 
S88800227524881 1 

-24473.575 660.103 
… 一一一

2671Bl9 I Va ICh 10b 0.36 -24469.959 660.153 
………  

2691Bl7 IVb ICh 10b 0.23 88024.010 -24477. 926 659.960 ……γ……… γ …γ…町四一 ….…  
274BL7vb CChh Ob 0.16 

888S002245.917Z0 8 
-24477.629 659.938 

町一一……一一……v …J四
O0，418 5 --224444777907509 6 

659.872 也一 227805BBLL77 肢羽忠一 Oob b 
88025.382 660.257 …一一、N… 一…

=ii=1m~ 00758 9 888800225534480 5 
ー24479.285 660.015 

2831Bl7 I Vb ICh 10b 一-24479.3ω 659.930 

2841Bl7 IN下 Ob 0.36 88025.378 

ωーー-ヨー2醐控Z棚笠442河加基0.4調田醐8笠47 ヨ

660.073 
一 … … 一 一285 Bl7 .!Y.E~， cch h 

Ob 
00.210 7 

88024.582 660.132 

316 Bl3 町下 SS 88051. 401 660.447 

345 Bl1 肢喫 ch 加
は叫

1.88 88056.319 660.747 

348 Bl1 震.:1: Ch An 0.28 88057.970 660.770 

366 Bl3 N上 肋 Ch 
01410 6 888800553196792 9 --224444664262460 9 

660.729 

|王子 ch An 
一…

383 Bl2 660.658 

一一一
395 

BELLZ 2 αα1 1 
An 1. 67 88054.099 -24461.882 660.781 

423 An 0.24 88055.715 -24459.282 660.649 
一一一

山官曲叩町
430 Bl2 町上 回1 Tu 0.42 88054.193 -24458.898 660.836 

一一トー …一一 一一一
44331 2 

Bl8 Vb ch Ob 
00029 1 

88026.608 -24476.025 660.041 

Bl8 
NVb 中

Ch Ob 88026.306 -24475744 660.288 

433 BL7 
Cch h 

Ob 
00114 2 

88027.970 -24481‘272 659.836 
一 一434 Bl8 撹乱 Ob 
88888800022476860917123 7 7 

-24475.172 660.039 

435 Bl8 Vb Ch 10b 0.06 24474.479 660.034 
……  

467 Bl4 Va Ch IAn 0.55 -24453.561 660.307 
… 一

495 BL5 町中 Ch |安山岩 1. 53 88049.473 ー24445.340 660.448 

525 BL6 Va ICh 1.77 88050.004 -24439.924 660.313 

529 BL6 Vb Ch 0.53 88049.232 -24440.241 660.284 

535 BL6 E 
Cch h 

0.62 88050.016 -24439.159 660.607 

555 Bl1 Vb An 0.95 88058.175 -24472.197 660.513 

583 BL2 
ENV 下中 Cch h 

An 0.39 
88印805552972鈎0 同-224444560a557702 

660.699 

585 BL2 An 1.06 660.675 

56 
897 7 

SHl 
N Va 

Ha Sa 66 84 
318652367 9 888800520481790 8 

自 24460.460 660.630 
一一…

BL9 原石 Ch 55 87 35 -24473. 008 660.174 

第 15表石器属性表6
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第2章 113石器時代

無斑晶質安山岩

ガラス質黒色安山岩、ガラス質安山岩、黒色安山岩、黒色散密安山岩等と呼称されている石材と同種であ

る。本書ではこれまで野尻湖遺跡群で用いられてきた呼称にあわせて無斑晶質安山岩を使うこととする。岩

石的には個性的な方で比較的容易に他石材と分類することができる。灰色に風化して気泡がほとんどないも

のの中に凝灰岩と迷うものが存在する。

7母岩に分類したが、個体差が少ないため母岩14や母岩15については個体レベルまで、の分類には至ってい

なし、とJ22われる。

凝灰岩

灰色に風化している珪化の弱し¥堆積岩をお岩としているが、非破壊の肉眼分類では頁岩、凝灰質頁岩と

の分類は不可能で、やや珪化しているものについては珪質凝灰岩や珪質頁岩と迷う。特に凝灰質頁岩との分

困難で、今回は迷ったものについてはすべて凝灰岩としてある。母岩27は流紋岩との区別が難しかった。

10 同;岩に分類されており、比較的個体の特徴がつかみやすいため、個体レベノレに近い分類が可能であった。

(4) 

白っぽし、ものにつし¥ては珪質凝灰岩と、黄色や褐色のものの中には鉄石英との区分に迷うものが存在する。

また、珪化が~~し、ものは頁岩、凝灰質頁岩と漸移的なものが存在する。母岩 34 は珪化が弱く凝灰質頁岩にす

べきか迷った。

9母岩に分類されており、数が少ないためほぼ個体レベノレの分類がで、きている。

(5) 玉髄

透明J惑があるものについては容易に分類することができたが、母岩42のように透明度が低し 1ものは流紋岩

の可能性もある。

7母岩に分類され、数が少ないためほぼ個体レベルの分類ができている。

(6)安山岩

無斑品質安山岩と異なり非ガラス質でとろとろに風化している。数少ない野尻糊遺跡群在地の石材の可能

性が考えられる。

4母岩に分類され、数が少ないためほぽ個体レベノレの分類がで、きている。

(7)チャート

赤色のものについては鉄石英との区分が難しいが、今回の調査では赤色のチャートは検出されなかった0

6母岩に分類され、数が少ないためほぼ個体レベルの分類ができている。

珪賞;斑阪岩

珪化がすすんでいて灰白色のものは珪質頁岩と、白色で石英がみられるものについては流紋岩との区別に

迷う。 71' 72については流紋岩の可能性も考えられる。

5母岩に分類され、数が少ないためほぽ個体レベルの分類ができている。

(9)凝灰質貰岩

頁岩と凝灰岩の中間的なものを凝灰質頁岩としているため、両者の聞には中間的なものが存在する。

2点が 2母岩に分類されている。

(10)腔散岩

日向林B遺跡の斧形石器は蛇紋岩であるが、その多くが比重を計ると蛇紋石より重いため、透閃石岩や透

緑閃石岩等の軟玉類であることが予想されている。しかし、これまでの長野県、富山県、新潟県等の遺跡発

掘調査報告書では同種の石材のほとんどが蛇紋岩と報告されており、日向林B遺跡の報告でも蛇紋岩とした。
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第3節 !日石器時代の遺物

母岩番号 材質 遺物数 ~J離面色調 透明度 縞・斑晶・スジ等 含有物

1 Ob 83黒色 半透明 1mm前後間隔で平行する白スジ、霧状の白色部 φ1mm前後の球頼、砂状の球頼

2 Ob 23黒色 半透明 1mm前後間隔で平行する節理状の自スジ 砂状の球頼

3 Ob 20黒色 半透明 霧状の黒色不透明部 φ5mm前後の球頼少量

4 Ob 15黒色 透明 なし φ5mm前後の球頼少量

5 Ob 15黒色 透明 霧状の白色部 φ10醐前後の球頼少量

6 Ob 7灰色 半透明 霧状の白色部 φ1mm前後の球穎が僅か

7 Ob 2黒色 半透明 霧状の茶色のスジ $5mm前後の球穎少量

自 Ob 3黒色 半透明 霧状の灰色のスジ φ1mm前後の球頼が僅か

9 Ob 2黒色 不透明 1mm前後間隔で平行する白スジ 砂状の球頼

10 Ob l暗灰色 半透明 幅5mm前後の灰白色の縞 なし

11 Ob 1黒色 透明 幅2mm前後の編状の黒スジ なし

12 Ob 1黒色 半透明 なし φ1mm前後の球頼が僅か

13 Ob 1黒色 不透明 なし なし

14 An 47 培灰色 不透明 なし φO. 5~1醐の気泡多量

15 An 16灰色 不透明 なし φO. 5~1醐の気泡多量硬質

16 An 3黒色 不透明 なし φO. 5~lmmの気泡少量硬質

17 An 3 オリーブ褐色 不透明 幅O.51mm~4mmの灰色の縞流離構造 φO. 5~1醐の気泡僅か

18 An 3黄褐色 不透明 流離構造 なし

19 An 2灰色 不透明 局部的に暗灰色の縞 φO. 5~lmmの気泡少量

20 An l灰黄色 不透明 なし φO. 5~lmmの気泡

21 Tu 15灰色 不透明 なし 茶色の粒子が僅か

22 Tu 9灰色 不透明 なし 茶色の粒子が僅か

23 Tu 9 オリープ灰色 不透明 幅O.lmm前後の白スジ 茶色の粒子

24 Tu 5灰黄色 不透明 なし 茶色・黒色の粒子 φO.1醐前後の気泡

25 Tu 7灰色 不透明 なし 白色の粒子 φO.lmm前後の気泡

26 Tu 4灰色 不透明 帽。 1mm以下の白スジ 細かい茶色の粒子が少し見られる

27 Tu 2にぶい黄褐色 不透明 ぼんやりとした灰白色・褐色の縞 なし

28 Tu 2灰色 不透明 斑の白色部 黒色粒子僅か

29 Tu 2灰黄褐色 不透明 なし 茶色の粒子 φO.lmm前後の気泡

30 Tu 1灰黄色 不透明 なし 黄褐色粒子 φO.lmm前後の気泡多量

31 SS 14灰白色 不透明 局部的に幅O.lmm前後の白スジ なし

32 SS 7黄灰色 不透明 幅O.lmm前後の編状の黒スジ僅か なし

33 SS 4灰色 不透明 φ0.5mm前後の点状黒色部 なし

34 SS 5灰白色 不透明 なし 黒色・茶色の粒子 φO.lmm前後の気泡多量

35 SS 1灰白色 不透明 幅1mm前後の暗灰色の縞 なし

36 SS 1灰色 不透明 灰白色の縞 なし

37 SS l灰色 不透明 幅O.lmm前後の白スジ なし

38 SS l灰黄褐色 不透明 局部的に黒褐色部 なし

39 SS 1灰色 不透明 幅10醐前後の黄褐色の縞 白色の粒子僅か

40 Ag 8灰白色 半透明
部分的に色調が異なり幅10回以上の暗褐色の縞

なし
申0.5mm前後の点状白色部

41 Ag 3灰白色 不透明 帯状赤褐色部霧状黒褐色部が少量 なし

42 Ag l灰白色 不透明 黒色・暗褐色・浅黄色部が混ざりあう なし

43 Ag l明赤褐色 半透明 白色が粒状に入り込む なし

44 Ag 1灰黄褐色 半透明 φ0.5mm前後の点状白色部が少量 なし

45 Ag l灰黄色 半透明 ゆ0.5mm前後の点状白色部が少量 なし

46 Ag l灰白色 不透明 φ0.5mm前後の点状白色部が少量 なし

47 Ag 2灰褐色 不透明 $ O. 5mm前後の点状白色部帽1mm強の白帯 なし

48 安山岩 10灰色 不透明 なし 輝石と白色の粒子

49 安山岩 l暗灰色 不透明 点状の白色部 輝1i・ φO.lmm前後の気泡多量

50 安山岩 1褐灰色 不透明 なし 普通輝石気泡多量

51 安山岩 1灰黄色 不透明 なし 普通輝石気泡

53 Ch 4灰色 不透明 斑状の赤黒色部チャートスジ なし

54 Ch 3暗灰色 不透明 幅1mm程度の縞とスジ なし

55 Ch 2オリーブ灰色 不透明 不明瞭の黒色スジ チャートスジ少ない なし

56 Ch 1緑灰色 不透明
不明瞭の赤黒色縞細かいスジ チャートスジ少な

なし、，、

57 Ch 1暗灰色 不透明 透明のスジ なし

58 Ch 1暗オリープ灰色 不透明 斑状の明暗部チャートスジ少ない なし

59 GT 1明オリープ灰色 不透明 粒状の茶色部 点状の黒色部 なし

60 GT 1オリーブ灰色 不透明 なし 黒色の粒子 φ0.1醐前後の気泡

61 ST l灰白色 不透明 斑状の φ1~5mmの白色部 茶色の粒子が僅か

62 ST 1灰色 不透明 斑の虫色部 なし

63 ST l灰白色 不透明 なし φO.lm眼前後の気泡

64 Sa l灰色 不透明 なし 粒子粗い

65 Sa l灰色 不透明 なし なし

66 Sa 1灰白色 不透明 なし なし

67 TS l灰白色 不透明 一部に褐色のスジが見られる 細かい気泡が見られる

68 TS l浅黄色 不透明 茶色のスジ φO.lm阻前後の気泡

69 S6 l暗脅灰色 不透明 斑状・帯状の灰白色部 なし

70 QP l灰白色 不透明 点状の黒色・白色・淡黄色部 なし

71 ST l不透明・

灰色
不透明 明るい灰色のスジが平行に見られる 石英が僅か

72 ST 
不透明・

1灰色
不透明 明るい灰色のスジが斑に見られる 石英が僅か

第 16表母岩分類基準
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第2輩出石器時代

τ一一玉事一亨寸「五一半Ij別群 判別群記号 遺物数

冷WJ群 TSTY 78 

和田鷹山群 WDTY 

1母岩番号 半Ij別群 判別群記号 遺物数

諏訪星ヶ台群 SWHD 2 
F υ 

風化 風化

和田両松沢群 WOTM 2 

風化 風化 2 
6 

翠塁手|冷UJ群 TSTY 1 

和田鷹山群 WDTY 61 

著ま科冷山群 TSTY 22 
2 

和田鷹山群 ¥VDTY 

トコ七η 。 和田鷹山群 WDTY 

諏訪星ゥ台群 SWHD 2 

7 和田鷹山群 WDTY 2 

和田土屋橋西群 WDTN 1 

8 和田小深沢群 WDKB 

和田土屋橋北群 WDTl( 

和凶鷹山群 l口 トWwww E S oETTlTfV YM I 川引~ 4 
諏訪星ヶ台群

和国土屋4苦闘群

和田土屋橋南群

υ 戸
毒事科冷山群

和田鷹山若干 | 

9 事罫科冷0J群 TSTY 2 

10 諏訪星ヶ台群 SWHD 

ド1I1 
和国鷹山群 WDTY 

和田鷹山群 WDTY 

諏訪星ゥ台群 SWHD 

17表黒曜石母岩別産地群組成

本遺跡の 1点の蛇紋岩もこれらと同じ石材と思われるが、ここでも蛇紋岩としておく。

1点が l母岩に分類されている。

(1) 

l点1母岩のみである。野尻湖遺跡群で石英斑岩はめずらしいが、きわめて流紋岩にちかい石英斑岩である。

3 接合資料、

11組25点の石器の接合があーった。石器総点数482点でこれだけの接合数は少ないと思われる。原因として

は接合作業時聞が不十分な点もあるが、最も天きな要因は調査区が細長く部分的にしか調査されていない点

にあり、接合すべき石器の多くが調査区外に分布していると思われる。

最大接合数が 3点と少なし石器製作行程を示すような資料は得られなかっ

また、ブーロック間での接合は第7号ブ、ロックと第9号ブロック聞で l例のみであった。

4 

北区には第 1~6 号ブロックが分布しているが、し吋ヱれのブロックでも、~!J片、砕片、石核の数量が少な

いため、まとまった数の目的的剥片を得るための剥片剥離はおこなわれていない。しかし、少量だが砕片や

石核が存在することも事実であるため、非常に小規模な剥片剥離がおこなわれた痕跡が残されていると評価

されょうか。

ここに残されている石核、剥片から想定される剥片剥離は、員殻状暴iJ片を目的としている。しかし、剥片

の形状、大きさに斉一性がなく多様である。 したがって、ここでの貝殻状剥片への目的意識は低く、だいた

いの形・大きさの剥片が得られればよかったと思われる。

石材には凝灰岩が主に用いられ、厚手で板状の分割磯や剥片を石核の素材ーとしている。作業面は板状の広

面に固定される く、作業面を表面とした場合、裏面を打面として、縁辺を打点が横に移動する剥離

が中心となる。 しかし、剥離回数が少ないために打点が 1週して円盤状になることはない。打面調整はなく

磯面や単剥離面が打面となっている。頭部調整も認められない。

南西区には第 7~ 10号ブロックが分布しており、剥片、砕片、石核が多くみられることから、まとまった

剥片剥離作業の痕跡が残されている。

ここでの剥片剥離は石刃を目的としている。石材は黒曜石が用いられている。剥離が進んで小形化した石

核が多いため石核の素材の状況がはっきりとわからないが、原石と剥片の両方があるようだ。作業面は固定

される場合が多く、作業面に対して背にあたる部分に稜に調整が施されるものがある。打面には調整打面と
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第3節 !日石器時代の遺物

単剥離打面があり、 1800 の打面転移も認められる。また、頭部調整、稜上調整も確認できる。剥離された石

刃は長さ 5cm前後が標準的な大きさであるが、 3cm以下の小形石刃も剥離されている。また、長さ 7cm以上の

大形石刃は非黒曜石のため遺跡内で剥離されたものでないと考えられる。

5 磯

891点の磯が検出されているが、南西区の4点以外はすべて北区から検出されており、分布に偏りが見られ

る。さらに、そのうちの 760点が磯群に属するもので、大部分が礎群から検出されている。磯群の醸の出土

層位は町層が圧倒的に多く、生活面も町層にあると思われる。磯群外から検出されている磯も N層から検出

されるものが大半を占める。ブロック内に分布する磯についても同様であり、石器はより深い層まで分布し

ているのに対して、礁の出土層位は浅いといえる。したがって、今回の調査で出土した礁の大半は磯群に関

与するもので、町層堆積中に遺跡に残されたものと思われる。

磯の特徴としては近くに鳥居)r Iがあるためか、円磯やかなり角のとれた亜角牒が主体を占める。また、破

損磯も少ないことから全体的に丸い礁が多い印象を持たせられる。

礁の接合作業では64組 148点の接合があったが、ほとんどが磯群内部開の接合で磯群間接合がなかった。

接合数が少ないのは完形磯が多いためと思われる。磯群外との接合は第3号機群で、第2号ブロックと 1組、

遺構外と 2組の接合資料の共有があった。

吹野原A遺跡から斑尾山を望む

73 



第 3章縄文時代以降

第
コ金三二

与主 縄文時代以降

第 1節 縄文時代以降の遺構と遺物

] i縄文時代以降の遺構

(1)土坑

臨し穴と思われる土坑が 5基検出された。検出面はN層上面(ロームヒ面)だが、覆土の状況から掘り込

み而はH層中からと思われる。

5基の土坑は切りあうことはなく、ほぽ等高線に平行して並んでいる。北側の調査区外へはこの配置の続

きで士坑が連なることが予想されるが、調査区外西は急な下り斜面となるため、今回検出されたものが端に

なると思われる。

土坑の時期は形状等から縄文時代の陥し穴と考えられるが、縄文時代の遺物が皆無であるため特定ができ

ない。

坑底部のピット数はいずれも 1ヶ所で、ある O 掘り込みの短長軸は 1m強で、短軸が 80cm前後となっている。

(1 : 400) 
「

l
 

I
 

nu--11!」

ハ正

第45図縄文時代以降の遺構分布図
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A 

SK4 @ 

A ー〕

SK6 

@ 

垣」A 

一一一 661.OOOm 

一一一 661.OOOm 

一一一661.OOOm 

第 l節縄文時代以降の遺構と遺物

SK2 

A 

一一一661.OOOm 

SK5 

A 

一一-661.000m

土層注記(各SK共通)

1 : Huel0YR2/2黒褐色土粘性がわずかにありしまりがよい

2・Huel0YR2/2黒褐色土粘性がわずかにありしまりがよい わずかにロ}ム粒やローム

ブロックがはいる

3 : Huel0YR1. 7/1黒褐色士粘性がわずかにありしまりがよい わずかにローム粒がは

いる

4 : Huel0YR5/6黄褐色度士と Huel0YR3/1黒褐色士がブ、ロック状に混在粘性がややあり

しまりがややよい

5 : HuelOYR5/6黄褐色土粘性がありしまりがよいが地山のロームよりやわらかい

。
(1 :40) 

2m 

第46図縄文時代以降の土坑
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第 3章縄文特代以降

長軸は等高線に対しでほぼ直交している。覆土も共通性が高く、上層はH層の黒褐色土にローム粒が混じり、

F層は町。 γ層のロームが再堆積した土が主体となってし¥る。基本的には下層へ行くほどロームの混じる比

率が高くなると判断できるため、短時間に人為的に埋没したのではなく、待問をかけて自然に埋没したもの

と思われる。

なお、 SK3• 7は検出時に遺構の可能性が考えられたため遺構番号を付けたが、掘り下げの結果 SK3は抜痕

による撹乱、 SK7は風倒木痕と判断された。

各土坑の位置は第46図を参照されたし。

ト第 1号1土坑第46図)

北区ほぼ中央からやJや西よりに位置し、北西約 2mに第 2号土坑が存在する O

12cm X 92 cm、深さ 100cmの規模を持つO 坑底部は椅円形を皇し、ほほ中央に深さ 32cmのピットを 1個有

る。二[1:'，領IJの壁には狭いテラス状の段が認められ、南壁は検出面上端より外側にオーバーハングしている部

分がみられる0

第2号土坑第46図)

北区中央からやや西よりに位置し、 2mに第 1号土坑、西約 6mに第5号土坑が存在する。

128cm x 92問、深さ 96cmの規模を持つO 坑底部lゴ;長方形を呈し、ほぼ中央に深さ 64cmのピットを l個有

する。坑底部のピットは非常に深く底の確認が卜分にできなかったため、さらに深い可能性がある。

3.第4号土坑第46図)

北区西よりに位置し、北約 4mに窮 5

124cm >< 100 側、深さ 88cmの規模を持つO 坑底部は隅丸の長方形を皇、し、

有する。他の士坑と比べると壁の傾斜が緩やかで、検出面近くの形状が丸み

4 第5号土杭第46図)

北区西よりに位置し南約 4mに第4号土坑が存在する O

さ16cmのピットを 11回

、る。

104cm x 80畑、深さ 44cmの規模を持つO 坑底部は長方形を呈し、中央に深さ 40cmのヒ。ツト l個を有する。

坑底部の角部はしっかりしており、壁も切り立っているため、埋没時のくずれが少なかったと思われる。

5 第6号こと:坑 第46

北区中央付近に位置し、西約 9mに第 1号土坑が存在する。

116cm )< 80 側、深さ 80cmの規模を持つO 坑底部は隅丸の方形を呈し、中央に 16cmのピットを 1個有する。

(2) r奇跡
i第 1• 2号溝跡 (SDl"SD20 第 47図)

2条の溝跡が検出されている。掘り込み面は I層中にあり、 1V層まで達する部分と達しない部分がある。検

出面はE層下部カミらN層上面のため、掘り込みが浅い部分については表土剥ぎの段階で、なくなってしまっ

ている。

両溝跡は約 1mの幅でほぼ南北方向に平行して配置されており、東西に細長い北区と南区をそれぞれ横断

している。北区と南区の聞は現道に切られているが、連なっていたと思われる。幅40cm前後、深さ 20~40cm、

長さ 40m以上の規模を持ち、断面形は iUJ字状を呈している。

溝内から遺物は検出されなかったため遺構の時期決定が難しいが、表土剥ぎ時に溝跡周辺から「寛永通宝J

が1点出土している(第48図)。

地元の人の話によると溝跡を切る現道は戦後間もない頃に作られたそうなので、少なくともそれよりは古
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-戸

主シ
北区

イ

。
(1・40)

2m 

主-...A一

B 

B 

南区

第 47図

上 上

⑥ 

第 1・2号溝跡

77-

第 1節

上

縄文時代以降の遺構と遺物

_K_ 662. OOOm 

土層注記(両者共通)

l標準局序I層

2標準層序E盾

3標準層序E層

4標準層序IV層

5: Il層ベースに匝層がプロック状に入り込む

6皿層ベースにE層がプロック状に入り込む

(1:40) 

I SD2 B' 

B' 
一一一 662.000m

一一一-661. OOOm 



第 3章縄文時代以降

いといえよう。

溝跡は道に伴うものとも考えられるが、両溝聞に路面となるような安定した面は確認できなかった。また、

昔、所有者の異なる土地の境に溝を設けることがあったとも聞く。

。'"日目l

ヒ二二二二三L一一一ゴ
第48図寛永通宝

発掘調査終了時の遺跡風景(道路間側の切りとおしと部が調査区)
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第 l節 吹野原A遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定

第4章 出
国 学分析

1師 吹野原A遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定

望月明彦

L はじめに

吹野原A遺跡は野尻湖周辺遺跡群のひとつである。野尻i間周辺遺跡群では、現在ーまでに 12，000点を超え

和田エリア

ている。その結果、最も多く用いられているのは、

札諏訪ヱリアの黒曜石がそれに続き、妻科エリアの黒曜石も一定数用いられてい

ず
h
h
u

ることが判明レている(長野県埋蔵文化財センタ~.2000)。本遺跡ではVa層を中心として 241点の

製石器が出土しているが、そのうち 173点について産地推定を試みた。

り
ム'"

者;光X線分析には波長分散蛍光X線分析(WDX)とエネルギー分散蛍光X線分析の二つの方法がある。

レているのはEDXである。 WDXでは分光結晶を用いて蛍光X線を分離して、検出器で検出する。

この方法では装置が大掛かりになり、強い 1次X線を必要とする。一方、 EDXで、は蛍光X線を半導体検出器

(SSD)で検出する。lmJXと異なり、 X線を分離検出するために機械的な部分の必要がないことから装置はコン

パタトである。 SSDは多元素の蛍光X線を同時に分離検出可能で、あるが、液体窒素などを用いて冷却する必

要がある。 WDXでは冷却水で十分である。また、試料の形態による測定への影響はEDXのほうが少ない。

X線分析のもっとも大きな特徴は試料を破壊せずに分析できることにある。本研究室で取り扱う考古

(主として黒曜石、その他土器、陶器、ガラス器、金属器など)は、その考古学的価値から破壊する

ことができない場合が多い。非破壊分析である蛍光X線分析はこれらの試料の分析には欠かせない方法とい

える。また、迅速に分析できることもあり，多数の試料の分析に適した方法である。木研究室で最も多く分

析する黒曜石の場合、遺跡からの 、ことから蛍光X線分析の迅速性は強力な武器とな vっている。

迅速性など してEDXによる分析を行っている。

3， と

3. 1産地原石

蛍光X線分析による あらかじめ産地から採取された原石を分析してデータベースを作成

する。この原石のデータベースと遺跡から出土した黒曜石の分析データとを照合し

究室で、は北海道から九州までのほとんどの産地のデータベースを作成済みである

黒曜石産地について示ナ。第49図はこれらの産地の分布図である。

産地原石のデータベースが徐々に大きくなり?分析に用いる蛍光X線分析装置も替わる中でョ当初月弘、

ていた産地名を変更することになり p 現在では新しい分類を用いている。第18表にはi日名称3 新名称3 旧記

う。オ副所

第18表には隠、岐以東の

号，新記号を挙けL てある。新しい分類では9 産地を大きく分けてエリアとした。このエリア名には基本的に

そのエリアを含む行政区域名を使用した。適当な行政区域に特定できない場合は山や川の名前を使用し

79~ 



第4章 自然科学分析

都 道府県 地図No エリア 新判別群 旧哨j別群 新記号 旧記号 原石'

l 白滝
八号沢群 STHG 赤石山山頂(19)、八号沢露頭(31)、八号沢(79)、

黒曜の沢群 STKY 黒曜の沢(6)、4財日林道(4)

2 上士幌 三股群 KSMM |十三/沢(16)

3 置戸 安住群 ODAZ を件(25)、清水ノ沢(9)

北海道 4 旭川
高砂台群 AKTS 

高砂台(6)、雨紛台(5)、春光台(5)
春光台群 AKSK 

5 名寄 布川君主 NYHK |布)11(10)

6 新十津川 |須田群 STSD 須田(6)

7 赤井川 |曲}II群 AIMK |曲川(25)、土木川(15)

8 豊浦 豊泉群 TVTI 豊泉(16)

青森
9 木造 |出来島群 KDDK |出来島海岸(34)

10 深浦 八森山群 HUHM 八森山公園(8)六角沢(8)、岡崎浜(40)

秋田 11 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温泉(37)、脇本海母ω8)

|脇本群 OGWM 脇本海岸(16)

山形 12 羽黒
月山群 日GGS 月山荘前(30).輯日町田代沢(18).櫛引町中沢(18)

今野川群 HGIN 今野}11(9)、大綱川[(5)

新潟
13 新津 |金津群 NTKT 金津(29)

14 新発田 |板山離 SBIY 板山牧場(40)

栃木 15 高原山
|廿湯沢群 高原山1群 THAY 百ml サ湯沢(50)、桜沢(20)

七尋沢群 高原山2群 THNH τ'KH2 七尋沢ω)、自然の家ω)

l鷹山群 和田峠l群 同IDTγ WDT1 

小深沢群 和田峠2群 WDKB WDT2 

和国
十屋橋;r君主 和田峠3群 WDTK WDT3 鷹山(53)、小深沢(54)、東餅屋(36)、芙蓉ライト(87)、 古峠

16 
(WD) 土屋橋西群 和田峠4群 WDTN WDT4 (50)、土屋橋北(83)、土屋橋西(29)、土屋橋南(68)、丁字

土屋橋南群 和田峠5群 WDTM WDT5 御領(18)

""...λ 掛 WDHY 

肯峠群 WDHT 

和国
ブドウ沢群 |男女倉1群 WOBD OMGl 

ブドウ沢(36)、ブドウ沢右岸(18)、牧ヶ沢上(33)、

長野 0NO) 牧ヶ沢群 |男女倉2群 WOMS OMG2 牧ヶ沢下(36)、高松沢(40)
高松沢群 |男女倉3群 WOTM OMG3 

星ヶ塔第1鉱区(36)、星ヶ塔第2鉱区(36)、星ヶ台A(36)、

17 諏訪 星ヶ台群 霧ヶ峰系 SWHD KRM 星ヶ台B(l1)、水月霊園(36)、水月公園(13)、

星ヶ塔のりこし(36)

TTS 
冷山(33)、変革峠(36)、麦草峠東(33)、渋ノ湯(29)、

冷山群 馨科系 TSTY 

18 毒事科
美し森(4)、八ヶ岳7(17)、八ヶ岳9(18)、双子池(34)

双平山雄 TSHG |双子油 (26)

|槽鉢山群 TSSB |指鉢止 (31) 亀甲池(日)

ト____!_Lー |芦ノ湯群 |芦/湯 HNAY ASY |芦ノ湯(34)

神奈川 20 
|畑宿君主 |畑宿 HNHl 日T |畑宿(71)

ト一一一一一一
箱根 |黒岩橋群 |箱根系A群 HNKI HKNA |黒岩橋(9)

21 
|鍛泊康雄 :彊量鴇量 HNKl KIY |鍛冶犀(30)

静岡
上多賀群 上多賀 HNKT KMT 上多賀(18)

22 天城 |柏峠群 柏峠 AGKT KSW |柏峠(80)

東京 23 神津島
|恩馳島群 神津島I群 KZOB KOZl |恩馳島(100)、長浜(43)、沢尻湾侶)

砂糠崎群 神津島2群 KZSN KOZ2 砂糠崎(40)、長浜(5)

|久見群 OKHM l久見パーライト中(30) 久見採掘現場(18)

島根 24 隠岐 |筆浦雄 OKMU 箪浦海岸(30)、加茂(19)、岸浜(35)

岬唱草 OKMT 岬地区(16)

その他 NK群 NK 中.'"原lG，oG(遺跡諒桝)原石産地l立未発見

第 18表産地原石判別群(SEIKOSEA-2110L蛍光X線分析装置による)

。

-黒曜石産地

11 

6r 

1L8 対

目。

隠岐以東の主な黒曜石産地分布図
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とし』ていた産地は共に和田村作を中心とし、同一地点で両者の原石が混在し

して、 f是合、ているような状況から和田エロアとして統ーした。ただし、今までと

回(WD)エリア(i日和田峠系)、和田 (WO)エリア(ilヨ男女倉系〉という呼称を用いている。産地エリ

前和田峠系、従 Jって、

h

え
し乙

るということである。

I-~í群の原石は採取可能であり、決してこの群の原石

山

によって

ア内の細分された判別群の名前としては、

山群という名前は、この群に属する

取さ ¥/ '10 ;:jミ

でしか採取できなし、ということではない。

¥とし、うこと

完全に平坦な臣を作いて打ち割り、できる産地原石の測定はハンマー

り、粉末とし 産地i士、目的とするしなかっ成

各原石し三乙、-Lらである。原石4-' 
と 存 え

できたとしても、実際に遺物に適用

A遺跡出土言語;料

あること

なし¥ことがありうるからである。

3. 2 

ある。 剥片には微細、1契形石器、石核、台形石器173点で、ナイ分析し

たい。してし吋と各石器の詳細に“ついては石器の属性表剥離痕や使培痕のあるもの

各試料を超音波洗浄後、メラミンブオ とし、できるだけ平坦な面を

1測定面を変更する

下

」スポン

どしてしられなかった場合は、望ましし

測定を繰り返した。

4。

ツタいた装置はセイコーインスツ/レメンツ社のエネルギー分散蛍光X線装置SEA-2110Lで、

ある。ウム、検出器はSiトはロ

. "@f'Z竺
六3mm 

遺跡出土試料 240sec

:自

測定時間:産地原石

分析された元素は以下の通りである。

電圧:50kV 

ン(Mn)、鉄、ーィ、カリウム(目、カノレシウム、チタン、アノレミニウム (Al)、ケイ

コニウム(Zr)イットリウム、ストロンチウムウム (Rb)、ノレ

5国産地推定法

h タベームスを作成しように産地原石を用し

とおりである。定のた

を用いて》次のような産X Y， Zrの7一
、

円
Ul
 

干
恥
山
M

ヤプ

/一、
"-'0 

とした時、下
J

ヴ
J
U

イ+Sr強度ートYsl= 

>( 100/A =Sr Sr X 1 ニRbRb 

x n
 

f
 

=Zr強度XlOO/A Zr 

強度強 度 )

t.l ¥ りをできるされにくしさく、らの指標の算出にヤ

」

く4つの指標を用いて2つのグラフによる推定法

と呼ぶことにする。

一一81-

フ
一吋ノこの方法を半1!J3IJ図法恥二つの

推定のための第lの方法として

を用いた。



第4章 自然科学分析

二つの判別図を第 50図と第 51図に示した。第 50図は横軸に部分率、縦軸にMn強度x100/Fe強度をプ

ロットしたものである。第51図は横軸に Sr分率、縦軸に log(Fe強度 /K強度)をプロットしである。第 50

図と第51図とから、各エリアの判別群の分類が可能となる。

遺跡出土試料についても同様に蛍光X線分析を行い、産地原石と同様のプロットを行って比較することで

産地推定を行った。図中では吹野原A遺跡出土の黒曜石を令で示した。判別図法は、遺跡出土黒曜石の産地

推定において形状、厚み、風化の影響を受けにくく、信頼性の高い産地推定法であるといえよう。また、指

標の計算は非常に簡単であり、推定結果はグラフにより視覚的⑥直感的に把握できることから非常にわかり

やすいことも大きな長所といえる。

第2の方法として多変量解析のlつの手法である判別分析を用いた。この方法はすでに分類された群のい

ずれに米知の試料が帰属するかを求める方法である。変量として上記の指標をすべて用いた。原石の群はあ

らかじめクラスター分析と主成分分析によって分類し，判別分析によって結果に矛盾がなし、かを確認した。

判別図法と判別分析との結果は非常に一致度が高いが、和田鷹山群と和田小深沢群など同じエリアの中の

もともと類似した群の場合には異なる群に分類される場合もある。このような場合は判別分析の結果を採用

している。

-82一
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第l節 吹野原A遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定

6.産地推定結果

判別図には淡色の原石と。の吹野原遺跡出土試料を示した。 23~25表の推定結果表には以下の情報を示

した。

2002通し番号:本研究室における 2002年度の通算分析番号

分析番号 遺物番号 推定産地:産地エリアと判別群の最終推定結果

判別図判別群:判別図による推定結果

判別分析第1候補:判別分析による判別群第 1候補

距離:第1候補の判別群と試料との間のマハラノピス距離

確率:試料が第1候補の判別軍に属する確率

第2候補についても第l候補と同様

二つの判別図と判別分析の結果から、産地エリアとして和田エリア (55点)、諏訪エリア (11点)、馨科エ

リア (104点)の3つのエリアの黒曜石が検出された。測定した 173点中、風化のために3点の産地推定がで

きなかった。判別分析と判別図の結果は 1点(MFH-44)を除いてすべて一致した。この試料は判別図からは

WDTN とされたが、判別分析の結果は WDTM となった。 ~J別分析の結果は WDTM83潟、 WDTN17切である。

第四表には、吹野原A遺跡全体の産地組成を試料数と試料数%で示した。

第20表に示したのは石器器種別の産地組成である。諏訪エリアと和田エリアの黒曜石は剥片の数に比べて

石器が多いが、馨科エリアは石核に多く見受けられ、模形石器やナイフ形石器には用いられていない。台形

石器は諏訪エリアと馨科エリアが1点ずつである。

第21表に石器ブロック別に産地組成を示した。出土遺物の産地別分布図は第2章第9図から第 11図に示

したので、そちらを参照されたい。和田エリアと琴科エリアはともに8L7から8L10にかけて共存するが、同

一のブロック内ではその分布が偏って存在することが見て取れる。例えば、最も試料数の多い8L7を見てみ

よう。馨科エヲアの黒曜石は南北の中央付近、東西では東側に偏在するのに対して、和田エリアの黒曜石は

南北では北と南側に別れて、東西には比較的均等に分布している。|日男女倉系は2点とも8L7の南西に分布

する。諏訪エリアの黒曜若は北区の8L3から 8L6に集中する。

器種 SWHO TSTY WOKB WOTK WOTM WOTN WOTY WOTM 総計

BI 6 6 14 

エリア 判別群 記号 読料数 号色 Co 6 7 
和田 (WO) 高松沢 WOTM 2 1.18 FI 5 89 35 133 

鷹山 WOTY 48 28.24 Kn 2 2 

小深沢 WOKB O. 59 Kn破
和悶 (WO) 土屋橋北 WOTK 0.59 Pe 2 3 

土屋橋西 WOTN 2 1. 18 RF 2 

土屋橋南 WOTM 0.59 Tr 2 

諏訪 星ケ台 SWHO 11 6.47 UF 2 3 6 

参科 冷山 TSTY 104 61. 18 総計 11 104 2 48 2 170 

第四表黒曜石産地組成 第20表器種別産地組成

ブロック番号 SWHO TSTY WOKB WOTK WOTM WOTN WOTY WOTM 総計

2 2 

3 6 3 10 

4 2 2 

5 

6 4 3 7 

7 63 34 2 100 

8 19 20 

9 13 3 16 

10 5 6 

ブロック外 2 5 

総計 11 104 2 48 2 170 

第21表石器ブロック別産地組成
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本遺跡の大きな特徴としては、長野県の三大黒曜石産地のうち、野尻湖周辺遺跡群では比較的少ない萎科

エリアの黒曜石が、全体の約61%という高率で検出されたことである。下に示すように、野尻湖周辺遺跡群

で最も近い産地組成を示すのは上ノ原遺跡で、事科エリアの黒曜石を約含んで、いる。蓉科エリアの次に

和田エリアが多く含まれ、諏訪エリアの黒曜石が非常に少ない点でも共通している。

7，まとめ

野尻湖遺跡群の調査は広大な面積にわたる。現在までに12000点を超える試料の産地推定をしてきたとは

いえ、全体の出土量の一部をカパーしたに過ぎない。しかも、考察は遺跡ごとにしか行われていない。これ

からさらに野尻湖周辺遺跡群の黒曜石の分析例は増加することは予想されるが、分析した遺跡全体の地理的

出土層位、その他を総合的に考えて、行政発掘調査の都合による遺跡別からはなれ、考察すべき対象

を正確に把握してそのヒで野尻湖周辺における黒曜石利用の様相、変遷を見ていく必要が出てくるものと考

える。

22表 野尻湖遺跡群黒曜石産地推定結果まとめ

2002 判日11図
判買1J分析

分析番号 遺物番号 推定産地 第 1{1長補選地 第21l?<:*菌産地
過し番号 判百1J群

判別若手| 距離 E韮率 半1J矧l群 距離 確率

MK02-509 MFH-j 3 手日岡高松沢群 WOTM WOTM 4.36 0.9988 WOsD 17.46 0.0012 

MI<02-510 MFI1-2 4 和国際.li群 明日TY 明日TY
56422 1 

11 WDKB 34 1 D 。
MK02【 511 同FIH 8 平日開鷹山群 WDn 四日TY 11 WDHY 24. 87 。
組1<02山 512 MFH-4 10 風化 風化 風化 風化

拙1<02-513 同FH-5 14 和田鷹山群 WDn 明日TY 5. 22 11 WDHY 。
師K02叩 514 MFH【 8 19 参科;令山群 TST'{ TSTY 2.59 O. 9943 TSHG 9.01 o 0057 

帥K02【 515 間FiH 21 嬰科;令山群 TSTY Tsn 3.42 rSHG 25.99 。
指K02目 5'i6 MFi'1【 8 27 参事li令山若手 TSTγ TSTY 1. 01 0.9909 TSH自 16 12 0.0001 

師K02白 517 MI二日明日 30 喜妻科;告山若手 TSTV TSTY 
i0O218 7 

TSHG 40.65 。
日間置MFH-10 和国鷹山群 町IHY 明DTY 11 WDliY 20.07 。
聞く02-519 十ト11 34 重喜科;令山群 TSTY 

IH315  
11 lSflG 24 4! 。

~1 l( 02【520 MFIH2 36 喜事科冷山君↑ lSTY 3. 19 作 TSI-iG 26.93 。
同FH【 13 38 和問j議山岩手 WiHY WDTY 7. 71 。7874 WDHY 7.9 0，2126 

MfH-14 卜-j; 和悶j驚l品群 WDn WDTY 5 43 i 1 WDIiY 36.58 。
MK02-523 間FH白 15 室参科冷山群 TSTi TS1γ 6. 25 TSHG 39. 29 。
MK02-524 陥FrI日16 47 喜妻科冷lね群 TSTY TSTY 4. 54 O.自915 rSHG 10.14 0.0085 

MI<02山 525 IViF討-17 48 喜妻科冷山若草 iSTY rSTY 2.9 TSflG 22. 42 。
11'11<02干 526 陥FfH8 49 喜事科7青山群 TSTY TST'! 3.75 。.9999 TSIiG 18.64 。.0001
MI(02凶 527 陥FH-19 50 善事科?令山群 TSTY TSlY 2 38 TSHG 3 i. 49 。
MK02同 528 MF討-20 51 毒事科;令山群 181Y TSTY 9.98 0.9843 TSI1G 14.34 0.0157 

MK02..529 師FH【 2'j 52 喜喜科冷山若草 TSTY ISTY 8.64 11 TIJTI 46.85 。
MK02-530 描FH-22 53 重喜科;令山若手 TSTY TSTY 3.97 O. 9999 mlG 19.35 0.0001 

i開K02-531 同トH向 23 55 喜事科冷山群 TSTY TSTY 1.3 iSHG 19.4 。
MHI凶 24 57 喜喜科}令!品群 TSTY TST'! 9.65 O. 9999 TSHG 23.99 0.0001 

山 533 MF日間25 58 喜雲科冷山群 fSlY rsiY 5. 32 rSHG 22. 35 。
第 23表産地指定結果 l
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第 l節 吹野原A遺跡出土の黒曜石製2石器の産地推定

iムー|造物番号L42日子izflJfLiii
l並立問計一??|-Z;2t:3 1:::よ引-:;;土旦;;;?ド竺
些旦ヨ36 1MFH-28 6士一塁担当nLl虹U_l笠y1 5.081 0 9出 TSHli 1 8uユf担
里山由537 制HI-29 1 65 事 閥 均山埜ニ 98641 T淵 3.561 0.0136 

!MF十一30 ! 671 ~事手4;仙若手 TSTY 1 TSfY 3.091 11 TSIiG 1 25.051 0 

恒土問 止笠 E恒里 亙墜塗f山訓雌詐撲; 川 I附 」幻y川f川I3.1 O. 9ω9721川汚引十白川1 15宮灼9い.0028

慌若ドi昨;可詐itf立;十一斗日叶計計一翠問ます一円ヨ:3;トl;l!γぺ3j日誌悶l:;:U:ι什i出i2器;告? 

位 住1苦君七出1詰苓」iii11!;::;;打弓
iヤ時てTヤ;「γG犯肘2トM山目-5

弘函j引判昨:ト剖 ;2; ;:;:;詰:諜 O.紺紅日J 出片iiii
i腔些土地ヰム斗-J12出笠~---J:早ι叫~土叫 Wl斗 J 8.2310.0(川
MK02-549 制Z十 41 88 喜喜平ヰ;令111ii洋 rSTY 1 rSTY 1 4 191 0.99731 TSHG 1 12. i 1 0.00271 

閉KO?-55C 組問吋 2 9C 平日83i凱l群 WDTY 1 WD，y 1 6.611 0.99861 WDHY 1 17.291 0.00141 

1 MK02-55J 問問-43 97 参科;和i群 TSTY 1 T5 T'I 1 3.61 C.99971 iSHs 1 16.171 Cι003i 

世帯三止盟耳目日空自十町司
自;;:;;;13:;;1 1;; 探訪塁ケ鍋 S附 直 也 91111 叫 」

MK02-557 1 MFH-49 160 

部氏02-562 問FH白 54 1 

lIK02山 563 1 ~!FfH5 I 

世帯封寸
限立トtt十寸Z
i越正02目 569 陥FH-61 181 

!部:1(02-570 閉FH-'U2183

脚 02-571 閉FH-63 一一一市 夢附属-TrSTY 1 TSíì;-r- 工弱 1 一両面I五可ー~
i踊1<02-572 1 MFIH4 187 琴平ヰ冷山鉾 ，STY 1 TST'{ 1 2. 13 i 11 TSHG 1 21 791 0 I 

川K02-573 1 MFfH5  189 琴平ヰ;令4群 TSIY 1 TSlY I 15.031 i 1 TSI. G 1 5i.911 01 

M可02-574 1 MFH-66 I gj 喜将司令山群 rsiY 1 rSTY 1 8.721 11 TSHG 1 43. 14 叶

臨トtifffH日開設害予』11♂「
信 ifR71詰日閣 Ji
IMK02-5印 刷-，72 214 社悶鷹山鉾 iWDI 附1y 1 7.781 1 附 Y 1 32. 8B 1 0 

VK02-58i 1 MFIH3 2.15 夢科冷山~\t 1 TSTY 1 rSTY 1 05! 1 TSHs 1 22. 641 0 

2161 ;f.O堕遷阻止rr_Lwm1 7.~_93~2J '11阻止訓 o0世

守盟問ヨ出IfIDi汁計七:29q;;;l;; 計 五J
手OB'U襲4群 WDTY 1 WDTY 1 5.481 11 WDHY 1 25.711 0 

附胤群 WDTY 1 'IIDTY 1 10.891 0.791'1 同DHY 1 1 L 13 仏 2086

一年盟ー鷹山彰一日DTY 1日 Drt 1__ム阻」山首3 'N1Jf!Y 1_16. n L 0 _()007_ 
利回駕止j君宇 叩1fV 1 WDTY 1 2. 811 0.783 自3十Y I 12. ，4， i (L 21 i 

卜盟問』す;日晴ト円fu寸情引寸73五 d
l型K02丑l_jMF刊さ よ3" 紅白隠山若手 WOTYl WDTY 1 2.531 0 99951 '耐干 H5.lぬ1u二0005

鮭甘F4出?トけ日卜寸ijl日4卜ゴ
連盟主竪L且目立L斗 2到-皇室;組笠_j_l笠LLlSIY I 4.45一一__J_L!担Q_1____14.881 0 

02-596 IMFH-8B 247 桝;令山鉾 SrY 1 TSTY 1 7.391 0.998BI TSHG 1 981 0.0002 

風化恩じ 底ヒ

iK02-599 1 MFH-91 2531 ~要ヰ令上群 TSTY 1 rSTi 1 15. 271 1 i TSf:G 1 52..821 0 

i MK02-60C 陥FH-92 254 喜翼手i附山若手 TSTY 1 TSTY 1 10. i 1 TSHG I 32.031 

i掘削 2-E日 間FH-93 255 手JB'i鷹山群 NDTY ! WDTY 1 8.781 1 WDiff 1 29.461 0 

I MI<02-602 1 MF←94 2.59 喜翼手;全i11群 7sn iSTY i 10.931 11 TUTI 1 29.241 [J 

第24表産地指定結果2
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第4章 自然科学分析

相IJjj附析 1 
筆1堅横室豊一一一| 第2候補摩地 ; 

判別群|距離しE笠」判別群| 距離し藍笠J
ISTY 1 3.851 0 95911 TSHG 1 6251 0.04.09 

風化 1 J風化

よ2号 |分析番号

防両3IMFH-95

判日1)図

判男1)群

TSTY 

風化

TSTY 

TSTY 

WDTY 

遺物番号 i 推定産地

2601 謬科冷山群

2611 風化

2621 夢科冷山群

264 謬科冷山群

268 和問鷹山若手

270 参科冷11群

271 琴平司;令上群
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3191 諏訪星ヶ台群
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436 謬科;令lJ群
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458 謬苧;令は」群
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旦到和悶土屋橋北群
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川
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主一計

TSTY 1 TSTY 

TSTY 1 TS門

TSTY 1 TSTY 

iSTY 1 TSTY 

TSTY 1 TSTY 

WD託B 1 WDI(S 

TSTY 1 TSTY 

WDTY 1 WDTY 

TSTY 1 1SiY 

SWIID 引用HD 1 

幻vrl!l 1 s附 B

引僻m 1 SWHD 

幻VHD 1 SWHD 

TSTY 1 TSiY 

TSTY 1 TSTY 

四百HI 1 WDTN 

TSTY 1 TSTY 

TSTY 1 TSTY 

TSTY 1 TSTY 

SWHD 1 S附 B

S刊HD 1 SWHD 

WDTY 1 WDn 

WDTK 1 WIHI< 
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封斗|時半戸1
111;;;;;Hi計

U社;jiJJj

献立
期K02-620

MK02-621 

MI<02-622 

MK02-623 

制1¥02-624

MK02-625 

聞1<02-626

~11(Q 2-627 

MK02-628 

MK02白 629

制1<02】 630

MK02-631 

M1(02-632 1制FIH24

1盟国WMFH望
日1<02-634 1 MHH 26 

日{02四 635 IMHH27 

WDTY 

WDTY 

TSTY 

WDTY 

WDTY 

WIHY 

WDiY 

WDTY 

WDrv 

W1HY 

TSTY 

TST'! 

WDrv 1 5. 641 11 W[刊IY

WDTY 1 I391 0 99991 WDI仰

開DTY 1 911  WDi¥B 

WDn 1 s 07 脈IY

mTY 1 1. 391 11 WDHY 

WDn 1 5.351 11 WDHY 
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TSTY 1 5.731 11 TSHG 

合計』叫

叫斗

;百苛i

出
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同FIH31

日F刊山132

日FH-133
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MFH-136 

問FH-137

MFH山 138
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立日謹

告1i4 
TSTY 

TSTY 

TSTY 

TSTY 

TSrY 

TSTY 

TSTY 

TSTY 

TSTY 1 4. 91 O. 9991 TSHG 

TSTY 1 8.771 11 TSHG 
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花子V-Iす三日

U_llJ_lJ_ 
11 TSHG 

TSTY 

TSTY 
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TSTY 

出 11 TSHG 

3611。附す:
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第5章成果と課題

第 1節検出された石器群

l はじめに

今回検出された!日石器時代の石器群はl時期 1様相ではなく、 4つに大分することができる。第1に北区石

器群、第2に南西区石器群、第3に南東区石器群、第4に磯群に伴う石器群である。

次項ではそれぞ、れの石器群の概略について触れることとする。

2 各石器群の様相

(1)北区石器群

1.該当するブロック

北区には6ヶ所のブロックが存在する。第2・3・5・6号ブロックは磯群と分布の重なりがほとんどなく、層

位的分布も異なる。そのため、大部分が本石器群に属すると考えられるので、本石器群の評価の対象とする。

第1・4ブロックは磯群と分布が重なっており、磯群に伴う石器群と混在している可能性がある。また、数量

も少なく定形的な製品がないため、明確な位置付けが難しい。そのため、北区石器群の評価の対象には含め

ないものとする。

2.石器群の層位

どのブロックでも E層から Vb層の間に石器が分散して分布している。しかし、石器が本来の生活面より

下層に分布する数は、上層に浮き上がる数より少ないことを考慮すると、 Vb層でもまとまった数の石器が

検出されていることから、本石器群の生活面はVa層からVb層の間にあると考える。

3.石器群の内容

本石器群に確実に伴うといえる製品が模形石器である。模形石器も第3号ブロックに集中しており、それ

以外での影は薄い。さらに第3号ブロックは器種組成が模形石器に偏る点から、ことなる石器群に細分でき

る可能性がある。

第3号ブロックと第6号ブロックからナイフ形石器が 1点ずつ検出されており(報告番号2と3)、組成に

加わる可能性が十分に考えられるものの、いずれも直属出主であるため、より新しい時期の石器である疑い

は晴れない。

第6号ブPロックから検出されている台形石器(報告番号6)はIVJ書下部出土で生活面と予想される層準に近

い。素材を縦に用いて表裏に平坦な剥離を施す特徴は、貫ノ木 I石器文化第3地点(大竹2000)の台形石器

との共通点が見られることから本石器群に組成する器種として考えられるが、 l点のみであり、ブロック縁辺

に分布している点から確実とはいいきれない。

板状の石核から作業面をほぼ固定して貝殻状剥片を剥離する技術が認められるが、石核、剥片の形状に斉

一性がなく性格付けをおこなうには厳しい。

したがって、製品として認定できる石器が少ない事が石器群の特徴として指摘される。
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第 5章成果と課題

4園石器群の評価

全体的に石器数量が少なく、製品と認定できる器種が棋形石器以外にない理由としては、今回の調査区が

狭いため石器群の一部しか検出されていないと思われる点にある。したがって、調査区周囲の状況がわから

ないと判断しがたいが、見通しとしては層位と台形石器等の状況から、 ATより下位の石器群として位置付け

られよう。

(2)南西区石器群

I .該当するブ口ッケ

南西区には第7~10号ブロックは石材や層位の共通が高いため、同時期に残されたブロックとして評価で

きる。

2石器、群の層位

困層から Vb層の聞に石器が分散して分布しているが、 Va層が最も多く、 Vb層の数も多いことから生

活面はVa層から Vb層の間にあると思われる。

3者器群の内容

本石器群ではナイフ形石器、台形石器、石刃、斧形石器が組成じてしも。ナイフ形石器と斧形石器は I点

ずつしか検出されなかったが、平面的層位的な分布状況から本石器群に含まれるものと判断した。

ナイフ形石器は石刃を素材とする 2側縁に加工が施されるもので、いわゆる「茂呂型」の範暗に含まれる。

素材の打面を基部に置くが、打面は加工により除去され尖端は鋭く尖る。素材の剥離軸と石器の主軸はほぼ

一致している。

台形石器は貝殻状剥片もしくは縦長剥片を横に用いている。側縁には折れ面や打面等から平坦な剥離と、プ

ランテイング状の急角度の剥離が施されている。その結果比較切り立叫った側縁が作出されている。

石刃、石刃石核が組成しており、これらには打面調整、頭部調整等の石核調整が認められる。

ヰ石器群の評11彊

ナイフ形石器、台形石器、斧形石器、石刃の組成がみられ、石刃を目的とする製作が認められ、 1つの石

器文化の様相を示すことができる資料として捉えられることから、本石器群に「吹野原 I石器文化」の呼称

を与えることとする。

(3)南東1&石器群

1. ~表当するブロック

第 11号ブロックのみである0

2石器群の層位

Va層の遺物が多いため Va層に生活面があると考えられる0

3.石器群の内容

斧形石器、石刃が組成するものの、石器総点数が 10点と限られている。製品や素材となりうる大形品が主

体で、石器製作が認められないことから、いずれも単独で、持ち込まれたものと思われる。

4石器群の評{面

ブロックが調査区隅にあり本体は調査区外にあると思われるため評価は難しい。
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(射線群に伴う石器群

1該当するブロック

第 1~3号磯群に伴うブロックとしては第 l 号ブロックと第4号ブロックがあげられるが、し吋弐れのブロッ

クも磯群より深い層からの石器の検出があり、確実に伴うとはいいきれない。石器単体についても確実に喋

若手にイ半うといえるものはない。

L. 

礎群に伴なう石器がわからない状態だが、 r~駐群礁の出土層位は rv層に集中しており rv層中に生活面が想定

される。

3.右器詳の評価

磯群に伴なう石器がわからないためなんとも評価できないが、 3基も礎群が存在することから、小規模か

もしれないが、調査区内外にこれに伴なう石器群が存在するものと予想される。

3 検出された石器群の評価

今回の調査区は細長く狭し1上、現道により 2ヶ所に分断されている。そのため、検出された4つの石器群も、

南西区石器群以外は部分的で¥遺跡の全体像を想定するには足りないものと思われる。

l単位の石器文化の様相を見ることができる南西区石器群「吹野原 I石器文化」については次節で詳しく

触れることとする。

第2節 吹野原 I石器文化の位置付けと問題点

l 吹野原 1石器文化の層位的位置付け

Vb層に位置付けられる日向林 I石器文化(谷2000)や貫ノ木 I石器文化では、 Va層の遺物数より Vb

層の遺物数が多くなる。また、 Vc層やVI層に至ると遺物数が激減する。吹野原 I石器文化ではVb層より

Va層から多く遺物が検出され、 Vb層にもそこそこの遺物数があることから、 Va層の下半部から Vb層上

面付近に生活面が求められる。

2 吹野原 I石器文化のナイフ形石器

吹野原 I石器文化のナイフ形石器は石刃を素材として2側縁に加工が施される「茂呂型ナイア形石器Jと

して評価できる。石器主軸と素材剥離軸はほぼ同一方向で、斜めに折断されているというよりは、素材の科

離軸に沿ってプランティングが施されているといえよう。このナイフ形石器の特徴は裏ノ山 E石器文化(谷

2000) の大形のナイフ形石器とよく似ている。

3 吹野原 I石器文化の台形石器

吹野原 I石器文化の台形石器は貝殻状剥片もしくは縦長剥片を横に用いている。側縁には折れ面や打面等

から平坦なま1I離と、プランティング状の急角度の剥離が施されている。その結果、側縁は比較的切り立つ状

態となる。

Vb層の石器文化である日向林 I石器文化と比較すると、素材の用い方が多様な分、平面形の斉一性が低
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く、側縁は切り立っているものが多い。この特徴は裏/山 E石器文化にも見られ、日向林 I石器文化との時

期差として考えられょうか。

4 吹野原 I石器文化の斧形石器

本石器文化の1点の斧形石器は緑色凝灰岩製で、剥離および研磨による調整は細かく丁寧に施されている。

そのため、野尻湖遺跡群に一般的に見られる蛇紋岩製の斧形石器とはやや異なる雰囲ノ気を持ぜっているといえ

よう。

野尻湖遺跡群のほとんどの斧形石器は、日向林 I 石器文化とほぼ同時期の武蔵野台地立川ローム層 X~IX

ftili ...F部段階に位置付けられると思われる。しかしながら、吹野原 I石器文化は前記したナイフ形石器や台形

石器の特徴から、日向林 I石器文化より新しい石器文化として考えられる。関東地方色の刃部に研磨が施され

る斧形石器は、旧石器時代終末の「神子柴型石斧Jに類するものを除けば、武蔵野台地立川ローム層E層よ

り新しく位置付けられるものはないと思われる。全国的にも同様で、刃部に研磨が施される斧形石器のほと

んどが、武蔵野台地立川ローム層X層@庇層下部段階に位置付けられていると認識している。

しかし、野尻湖遺跡群には武蔵野台地立川ローム層匝層段階より、新しい可能性が指摘できる資料が数例

あげられる。 杉久保型ナイフ形石器と斧形石器がいっしょに存在する例が、杉久保A遺跡付利忠 1970) と東

裏遺跡特別養護老人ホーム地点(渡辺 1994)で確認されている。また、本石器文化とほぼ同一層準に位置付

りられる東裏出耳石器文化(谷にも斧形石器が組成している。

本石器文化とナイフ形石器、台形石器との共通性が高い裏ノ山 E石器文化に斧形石器は組成していなし、。し

かし、隣接する裏ノ山 I石器文化(谷2000)に組成レている。裏ノ山[石器文化は裏ノ山耳石器文化の遺物

よりも若干厚い堆積があり、 V層出土石器が中心となっているため、裏ノ山耳石器文化より古

い石器文化としての位置付けをおこなっている。しかし、今回検出された吹野原 I石器文化に斧形石器が組

成することから、裏ノ山遺跡から検出された 2つの石器文化は同時期の可能性が考えられるようになったの

ではないだろうか。

このように野尻湖遺跡群には武蔵野台地立)11ローム医層段階より新しいと思われる石器群に斧形石器が伴

なう例が見られる。武蔵野台地XoIX属下部段階の野尻湖遺跡群には、他地域を圧倒する数の斧形石器が検

出されていることから、その後の段階に斧形石器が残っていても不自然ではないと思われる。

5 r吹野原 I石器文化の問題点

これまで、記述してきたことをまとめると、吹野原 I石器文化は時間的にATより下位であるが、日向林 I石

器文化に代表される Vb層の石器群よりは新しいと位置付けることができる。

空間的には茂呂型ナイフ形石器の存在や石材が黒曜石を主体としていることから、大局的で、はあるが、中

部高地から関東、東海地方に見られる石器群として評価できょう。

吹野原 I石器文化の生活面は野尻湖遺跡群の Va層から Vb層上面が想定されるが、武蔵野台地立川ロー

ム層に対比すると、 IX層上音防ユらW層の下部の幅を持つO 高関東ではこの間に、 IX層段階(諏訪問段階n.

諏訪問 1988)、vll層段階(諏訪問段階皿)、 VI層段階(諏訪問段階N)と石器群が変遷している。南関東とは

地域が異なるため、野尻湖遺跡群でも同じように変遷しているとは思えないが、吹野原 I石器文化がほぼl時

期の様相を示しているのも事実であり、時間的に南関東のどの段階と並行しているのか知りたいところであ

る。
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新しい段階に対比すれば、南関東にはない斧形石器や台形石器が存在することとなり、古い段階に対比す

ると茂呂型ナイフ形石器および石刃の初現の問題が浮かび、あがる。

現在、野尻湖遺跡群では国道18号線のバイパス建設に伴なう大規模な緊急発掘調査および報告書作成に向

けての整理作業が続けられている。これらの中には吹野原 I石器文化と同時期に該当すると思われる石器群

が複数存在している。これらの調査や分析が進めば、新たな展開が期待できょう。そのため、より詳細な見

解は次の機会にまわすこととしたい。

加叫 }信

4笠雪

町四開園
。

(1: 2) 
100m 

第52図吹野原 I石器文化の石器

6 命令~~紛

L笹診 u

。
(1 :2) 

100m 

第53函裏ノ山E石器文化の石器(谷2000)
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第55図 日向林 I石器文化の石器(谷2000)
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。
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第 56図東裏HlII石器文化の石器(谷 2000)

引用、参考文献

赤羽貞幸 19961野尻湖の生い立ちとその変遷JWアーバンクボタj]35 

安蒜政雄 197912石器の形態と機能JW日本考古学を学ぶj](2)有斐閣選書

内田陽一郎・渡辺哲也 20011信濃町吹野原A遺跡の 12年度調査J第 13団長野県旧石器文化研究交流会発表要旨

大竹憲昭 19891長野県の石斧JW旧石器時代の石斧(斧形石器)をめぐって』北陸旧石器文化研究会

10cm 

大竹憲昭 20001第 5章 成果と課題JW上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内その l貫ノ木遺跡・西岡A遺跡

旧石器時代編』

織笠昭・野尻湖発掘調査団 19861長野県里子尻湖遺跡群の編年と地域的様相JW日本考古学協会第 52回総会研究発表要旨』

酒井潤-1996 1野尻湖と最終氷期の研究JWアーバンクボタj]35 

佐藤宏之 19881台形様石器研究序説JW考古学雑誌』第 73巻第3号

佐藤宏之 1992W日本|日石器文化の構造と進化』柏書房

須藤隆司 19861群馬県薮塚遺跡の石器文化 ナイフ形石器の型式学的考察 j 明治大学考古学博物館館報No.2 
砂閏佳弘 19831石斧についてJW神奈川考古』第 15号

諏訪問11原 19881相模の台地における石器群の変遷についてJW神奈川考古j]24 

芹沢長介、麻生優 19531北信、里子尻湖底発見の無土器文化JW考古学雑誌j]39-2 

谷 和隆 19951野尻湖遺跡群における先土器時代の石器石材JW長野県埋蔵文化財センター紀要j]4 

谷 和隆 19951野尻湖遺跡群と石斧JW考古学ジャーナノレj]No. 385 

谷 和隆 20001第 7章成果と課題JW上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内その l 日向林B遺跡・日向林A遺

跡・七ツ粟遺跡・大平B遺跡旧石器時代編』

谷 和降 20001第 6章成果と課題JW上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内その l裏ノ山遺跡・東裏遺跡・大

久保南遺跡・上ノ原遺跡旧石器時代編』

谷和 隆 20021信濃町吹野原A遺跡(県道地点)の調査j 第 14団長野県旧石器文化研究交流会発表要旨

戸沢充則 19681埼玉県砂)11遺跡の石器文化JW考古学集刊j]4…l 

長崎潤- 1990 1後期旧石器時代前半期の石斧ー形態変化論を視点としてーJW先史考古学研究』第3号

中村由克 19951長野、新潟における石器石材についてJW石器石材~北関東の原石とその流通を中心として~j]第 3 回岩宿フォー
ラム予稿集

中村由克 20001信濃町吹野原A遺跡の 11年度調査」第 12回長野県!日石器文化研究交流会発表要旨

橋本勝雄 19951関東東南部における後期旧石器時代前半期の石斧JW考古学ジャーナルj]No. 385 

林茂樹、樋口昇一、森嶋稔、笹沢治、小林字、畑田充、北村直次 19701杉久保A遺跡緊急発掘調査報告JW長野県考古学会誌』第

8号

矢島闘雄・鈴木次郎 19761栂模野台地における先士器時代研究の現状JW神奈川考古』第 1号

渡辺哲也 19971信濃町吹野原A遺跡の調査」第9団長野県旧石器文化研究交流会発表要旨

地学団体研究会編 1996 W新版地学辞典』平凡社

信濃町誌編纂委員会 1968 W信濃町誌』

信濃町教育委員会 1995 W貫ノ木遺跡、日向林B遺跡(個人住宅地点)発掘調査報告書』

日本道路公団・長野県埋蔵文化財センター・長野県教育委員会 2000W上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内そ

の 1 日向林B遺跡・日向林A遺跡・七ツ栗遺跡・大平B遺跡旧石器時代編』

日本道路公団・長野県埋蔵文化財センター・長野県教育委員会 2000W上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内そ

の 1裏ノ山遺跡・東裏遺跡・大久保南遺跡・上ノ原遺跡旧石器時代編』

日本道路公団・長野県埋蔵文化財センター・長野県教育委員会 2000W上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 15信濃町内そ

の 1貫ノ木遺跡・西岡A遺跡 i日石器時代編』

日本道路公団・長野県埋蔵文化財センター・長野県教育委員会 2000W上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 16信濃町内そ

の2星光山荘A遺跡・星光山荘B遺跡・西岡A遺跡・貫ノ木遺跡・上ノ原遺跡・大久保衛遺跡・東裏遺跡・裏ノ山遺跡・針

ノ木遺跡・大平B遺跡・日向林A遺跡・日向林B遺跡・七ツ栗遺跡・普光田遺跡縄文~近世編』

日本道路公団・長野県埋蔵文化財センター・長野県教育委員会 2000W上信越自動車道壊蔵文化財発掘調査報告書 16信濃町内そ

の2 信濃町データ編』

野尻湖人類考古グループ 1987W野尻湖遺跡群の!日石器文化 1j]野尻湖発掘の考古学的成果第 I集

野尻湖人類考古グノレープ 1990W野尻湖遺跡群の旧石器文化IIj]野尻湖発掘の考古学的成果第2集

野尻湖人類考古グノレープ 1994 1野尻湖遺跡群における文化層と!日石器文化JW野尻湖博物館研究報告』第2号

北陸旧石器文化研究会 1989W旧石器時代の石斧(斧形石器)をめぐって』

一一95-



第 6章結語

第6章 結 語

吹野原A遺跡は平成 13年に調査がおこなわれた。吹野原A遺跡の所在する長野県上水内郡信濃町l士、旧石

器時代~縄文時代草創期の遺跡が密集しており、野尻湖遺跡群と呼ばれている。

平成 5年~7年に当センターがおこなった上イ言越自動車建設に伴なう発掘調査では、貫ノ木、日向林B、東

裏などの遺跡から約 7万点の旧石器時代の石器が検出され多大なる成果が得ーられている。その中でも、姶良

丹沢火山灰(以下AT)降灰以前の石器群は充実しており、大量の斧形石器や台形石器のあり方は量的にも質的

にも国内で最も充実した内容を持つといえよう。今回の調査ではそれに次ぐ時期の良好な石器群が検出され

たことがノ人きな成果としてあげられる。

以下I時二期をおって主な成果をあげ、まとめとする。

1日 AT降氏以前~時灰直後

7~第 10 号ブロックは、出土層位、器種石材組成等に共通性が認められ、空間的にも他の時期の遺物の

混入の可能性がほとんどないまとまった石器群で、あることから、吹野原 1石器文化と位置付けることができ

た。

吹野原 1 石器文化は Va層下半部~Vb層上面付近に生活面が想定できる層的分布状況である。 AT を最も

多く包含する地層は IV層下部~Va層となっている。日向林 I 石器文化等の斧形石器や台形石器を多量に組

成する石器群の層位は Vb層であることから、吹野原 I石器文化は日向林 I石器文化以降からAT降灰前後の

聞に時期的な位置付けが想定される。

吹野原 I石器文化には完成された石刃製作技術が見られ、器種組成にすイブ形石器、台形石器、斧形石器

が共伴している。斧形石器、台形石器はひとつ前の時期である Vb層に生活面がもとめられる石器群を象徴

する器種であり、 AT降灰以降に継続して組成する器種として考えられていなかったと思われる。 r氏野原 I石

器文化にこれらが存在することは、斧形石器、台形石器がどこまで新しい時期まで組成するのか、または、縄

文時代まで継続して組成する器種としての可能性を考えさせる貴重な成果として評価できょう。

!日右器時代 AT蜂灰以降

当該期の石器として明確なものは存在しないが、 3基の磯群は象徴的である。

本遺跡の磯群は火の影響と思われる赤化が見られる磯が少なく、また、割れずに完形品が多い特徴を持つ。

火を受け割れている礁が多いのが一般的な磯群磯の特徴であることから、本磯群は一般的な磯群とはやや性

格が異なる可能性が考えられる。さらに、これらの牒が l辺 1mから 1. 5mの「コ」の字状に配置されている

ことも、なにか特殊な機能や活動の痕跡をうかがわせている。

縄文時代以降

5基の陥し穴は長軸が 1m強、短軸が80cm前後、深さ 1m弱の規模を持ち、坑底部に lヶ所のピットを有する

特徴を持つ。しかし、出土遺物が皆無で時期的な位置付けができない。周辺遺跡の状況から縄文時代早期~

前期に属する可能性が高いと思われる。

以上のような成果が得られたが、今回の報告は吹野原A遺跡の既調査部分の一部にすぎない。また、信

濃町内では、国道 18号バイパス等の開発事業による調査は続いており、今後の確実な資料増加が見えてい

る。今後、それら成果を含めて、野尻湖遺跡群が世界を代表する遺跡群として評価されていくことを期待

する。
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旧石器時代の石器2

掻器・削器
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模形石器
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石刃1

石刃2
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石刃3

石刃4
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石核1

石核2
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石核3

打面再生剥片
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旧石器時代の石器8

斧形石器

表

器石形斧

裏



1[1七番時代の七苦言9

石

石

鼓

磨

実測図のない石器

間

町

ω

318 

UF 

Ob 

ω叩

加

u
m

Ob 

PL13 

(3 : 4) 

141 

UF 

Ch 

印

目

的
636 

UF 

Ob 

Ob Ob 

(3 : 4) 



PL14 

-吟 A品....，
-〆 ・可 J 

.aiJ， J' 

(3 : 4) 

) 

旧石器時代の石器10

調査状況

実測図のない石器
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